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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加熱されるシートであって、
　ａ．１つ又は複数のトレンチ領域をもつクッションと、
　ｂ．ヒータであって、
　　ｉ．キャリアであって、
　　　　１．周辺部と
　　　　２．第１の側縁と
　　　　３．第２の側縁と、
　　　　を含むキャリアと、
　　ｉｉ．第１の電気的機能層であって、
　　　　１．連続する様態でキャリアの少なくとも一部を実質的に囲む第１の電極と、
　　　　２．第２の電極と、
を有する導電材料で作製される第１の電気的機能層と、
　　ｉｉｉ．抵抗材料で作製される第２の電気的機能層と、
　　ｉｖ．　該第１の電気的機能層に取り付けられた１つ又は複数の導電体と、
を有するヒータと、
　ｃ．前記ヒータが前記クッションの上に配置されるときに前記クッションを覆うトリム
層と、
を該加熱されるシートが備え、
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　該第１の側縁と該第２の側縁の両方が切取部を含み、該切取部は対称的に配置されそれ
らの間にネック部を形成し、
　該ネック部が２つの分離部に分かれるように、該ネック部が、第１の側縁上の切取部と
第２の側縁上の切取部の間に配置される内側の切取部を有し、
　該キャリアが該内側の切取部の上部に配置された少なくとも１つの内スリットと、該内
側の切取部の下部に配置された少なくとも１つの内スリットを含み、
　該第２の電極が、内側の切取部の少なくとも一部、該内側の切取部の上部に配置された
少なくとも１つの内スリットの少なくとも一部、そして、該内側の切取部の下部に配置さ
れた少なくとも１つの内スリットの少なくとも一部を実質的に囲み、
　該ネック部がトレンチに延び、該ネック部は第２の電気的機能層を有しない、
　該加熱されるシート。
【請求項２】
　前記キャリアが、１つ以上のエアムーバが空気を該キャリアに通すことができるように
するために１つ以上の機能部を含む、請求項１に記載の加熱されるシート。
【請求項３】
　前記ヒータが、強制的に冷却されるシステムの一部であり、前記キャリアが、１つ以上
のエアムーバが空気を該キャリアに通すことができるようにするために１つ以上の機能部
を含む、請求項１に記載の加熱されるシート。
【請求項４】
　前記ヒータが、ヒータの１つ以上の機能部を通して空気を移動させる１つ以上のエアム
ーバ含む空気分配装置上に設置され、該空気分配装置がスペーサ材料を含む請求項１に記
載の加熱されるシート。
【請求項５】
　加熱されるシートであって、
ａ．１つ又は複数のトレンチ領域をもつクッションと、
ｂ．ヒータであって、
　　ｉ．キャリアであって、
　　　　１．周辺部と
　　　　２．第１の側縁と
　　　　３．第２の側縁と、
　　　　を含み、
　　　　該第１の側縁と該第２の側縁の両方が切取部を含み、該切取部は対称的に配置さ
れそれらの間にネック部を形成し、
　　　　該ネック部が２つの分離部に分かれるように、該ネック部が、第１の側縁上の切
取部と第２の側縁上の切取部の間に配置される内側の切取部を有し、
　　　　該キャリアが少なくとも１つの内スリットを含み、
　　　　該ネック部が１つ以上のトレンチ領域に延びる、
　　　キャリアと、
　　ｉｉ．第１の電気的機能層であって、
　　　　１．個別に画定された端をもたずに連続する様態でキャリアの少なくとも一部の
周辺部の周囲に実質的に広がる第１の電極と、
　　　　２．連続する様態で内側の切取部の少なくとも一部及び内スリットの少なくとも
１つを実質的に囲む第２の電極と、
を有する導電材料で作製される第１の電気的機能層と、
　　ｉｉｉ．抵抗材料で作製される第２の電気的機能層であって、該ネック部は第２の電
気的機能層を有さない、第２の電気的機能層と、
　　ｉｖ．該第１の電気的機能層に取り付けられた１つ又は複数の導電体と、
　　ｖ．該キャリアの周辺の１つ以上のローブ形部分であって、該１つ以上のローブ形部
分が第１の電極及び第２の電極の１つ又は両方を含むローブ形部分と、
を有するヒータと
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　ｃ．前記ヒータが前記クッションの上に配置されるときに前記クッションを覆うトリム
層と、
を備える、該加熱されるシート。
【請求項６】
　１つ以上のローブ形部分が、第１の電極及び第２の電極の１つ又は両方に取り付けられ
る１つ以上の電気端子を含む、請求項１又は５に記載の加熱されるシート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の教示は、その内容が参照により本明細書に組み込まれる２０１０年５月２７日
に出願された米国特許仮出願整理番号第６１／３４８，８８１号及び２０１０年７月１３
日に出願された米国特許仮出願整理番号第６１／３６３，７２１号に関する。
【０００２】
　本発明の教示は、一般にヒータに関し、より詳細には、自動車両、輸送車両、又は他の
製造物品のシート、ミラー、アームレスト、ハンドル、バッテリの周り、又は他の場所に
用いられるヒータに関する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　何年にもわたって、産業は、家具、自動車両、又は他の輸送車両のシート、ミラー、ハ
ンドルのような製造物品用の改善されたヒータを設計することに取り組んできた。こうし
たヒータの例は、すべての目的のためにそのすべてが参照により本明細書に明白に組み込
まれる米国特許第７，５６０，６７０号、第７，２８５，７４８号、第７，２２３，９４
８号、第７，２０２，４４４号、第６，８７２，８８２号、第６，８３８，６４７号、第
６，７１０，３０３号、第６，６８６，５６２号、第６，３０７，１８８号、第６，１５
０，６４２号、第６，０８４，２１７号、第５，４５１，７４７号、第５，０４５，６７
３号、第４，９３１，６２７号、第４，８５７，７１１号、及び第４，７７７，３５１号
で開示される。しかしながら、これらの特許で開示されたヒータは欠点に悩まされる。例
えば、説明されるように、これらのヒータのうちの１つ又は複数は、使用時に異なる出熱
レベルを上手く提供する能力に限界がある場合があり、その構成は乗客の移動に起因する
ノイズを生む場合があり、その構成は、それらの形状及び／又はそれらの比較的剛直な構
造に起因する設置上の制限を有する場合があり、及び／又はそれらは他の点では反復使用
からの損傷を受ける場合がある。
【０００４】
　これらのヒータが直面する他の欠点は、それらがシートの外形に適合することができな
いことである。典型的に、これらのヒータは中実の四角形の構成であり、この構成は、シ
ート、特に、ユーザを収容するシートの外形に適合することができない。より最近のシー
トヒータは、ヒータの中央に穴又は他の構成を付加し始めたが、しかしながら、これらは
、ヒータを咬合線（ｂｉｔｅ　ｌｉｎｅ）、トレンチ、チャネル、及び他の外形をもつシ
ートに適応させる際に直面する問題に依然として対処していない。
【０００５】
　理解されるように、シートトレンチは実質的な設計上の課題を課す。典型的に、トレン
チの場所、幾何学的形状、及び／又は寸法は、特定のテキスタイル、シートの機能性、ト
リムタイダウン（ｔｒｉｍ　ｔｉｅ－ｄｏｗｎ）の必要性、又はこれらのあらゆる組合せ
に関するシートの必要性に基づいて、シート製造業者によって決定される。車両と車両と
で、トレンチ設計は、シートの特定の必要性に応じて、場所、配向、幾何学的形状、及び
／又は寸法が変えられる場合がある。１つのシートに適したトレンチ設計は、別のシート
にとって予測のつかないふるまいをする場合がある。トレンチ内で、ヒータは変形と繰り
返される周期的荷重を受けることになり、その両方とも摩耗特性及び疲労特性に影響を及
ぼす可能性があることを考慮に入れることも重要である。さらに、トレンチの反対側に、
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別個の、しかし電気的に接続された加熱ゾーンを使用することがしばしば望まれる又は必
要である。これは、電気的連通を達成するための電極が、一般に、トレンチの形状に実質
的に適合することができる、及び／又は信頼性及び再現性のある折り畳み及び／又は撓み
を可能にする必要がある限り、独自の設計上の難しさを課す。したがって、それらをシー
トからシートへとより容易に適応できるようにするために、ヒータに対する特定の設計を
使用するのが重要であることが、本発明の発明者らによって確認されている。
【０００６】
　その教示がすべての目的のために参照により本明細書に組み込まれる米国特許第７，３
０６，２８３号は、ヒータをトレンチ用途に対して魅力的なものにするヒータ設計に対す
る１つの特に魅力的な手法を例証する。米国特許第７，２０５，５１０号（参照により組
み込まれる）も参照されたい。この分野での既存の技術に対する改善のために、本発明の
教示は、自動車両のシート（特にトレンチをもつシート）に用いるのに特に適したヒータ
を提供するが、これは、他の輸送車両又は他の製造物品での用途にも同様に適応される可
能性がある。
【０００７】
　可撓性シートヒータが直面する別の課題は、ワイヤを可撓性キャリア、第１の導電層、
第２の導電層、又はこれらの組合せに接続することにある。一般に、高温融合技術（或る
魅力的な取付手法と関連付けられる場合がある）の使用はキャリアを損傷せずに採用する
ことができないため、ワイヤを取り付けて電気接続を形成するのは難しい。さらに、導電
層のうちの１つ又は複数は、非常に薄く、それにワイヤを取り付けることができるほんの
少しの量の材料を提供する。したがって、機械的ファスナ（例えば青銅又は銅コネクタ）
によって、より詳細にはリベット締めされる電気端子構造を用いることによって電線及び
／又は導電体（例えばワイヤ）をヒータに取り付けることが、長らく当該技術分野での慣
行であった。これらの手法では、通例、可撓性ヒータ層に１つ又は複数の穴が形成され、
この穴を通してファスナ（例えばリベット）が固定的に位置決めされる。幾つかの設計で
は、このプロセスは、高価であり、労働集約的であり、部品が多く（例えば５つ以上の部
品が用いられる）、時間がかかる可能性がある。採用される典型的な機械的ファスナは、
バッキングプレート、雄部分、２つのリベット、及び圧着（ｃｒｉｍｐ）部分を含み、各
部品は、電気接続を形成することができるように取り扱われ及びキャリアに取り付けられ
なければならない。さらに、幾つかの設計のために、取付構造体は、複雑な設置技術を必
要とする場合がある。ハードウェアの選択肢はまた、リベット締め用途のために利用可能
な端子構造の限りある選択肢の結果として制約される傾向がある。本発明の教示は、堅牢
且つ耐久性のある取り付けを依然として提供しながら、このタイプの取り付けに関連した
部品及び労力（すなわち時間）のうちの少なくとも幾らかをなくそうとするものである。
【０００８】
　加えて、歴史的に、このタイプのヒータは、それに電気接続が形成される個別の端を有
する電極構造体をもつように設計されている。端が画定されると、その後、こうした電極
電力印加接続端ですべての接続が形成されなければならない。これは、種々のシートにわ
たる幅広い用途を有するシートヒータを設計するのを困難にする。個々のシートに対する
包装の必要性は変化することになり、こうした印加端の場所の一貫した使用を可能にしな
い場合がある。さらに、シートヒータと併せて用いられるワイヤのサイズが、あらゆる他
の方法による取り付けを妨げてきた。現在、シートヒータは、典型的に、シートを加熱す
るのに適切な電力供給を提供するために、１８、１６、１４ゲージ、又はそれよりも大き
いワイヤを採用する。こうしたより大きいゲージワイヤは、ヒータを迅速に加熱すること
ができるようにヒータに適切な電力供給を提供するのを助けるために用いられている。そ
の態様のうちの１つにおいて、本発明の教示は、性能又はデバイスの完全性を犠牲にする
ことなく、より小さいゲージワイヤが随意的に採用されてもよいように、制約されたワイ
ヤ選択肢を有する問題への的確簡潔な解決策を提供する。
【０００９】
　シートヒータが直面する別の課題は、加熱される部分にわたってシートヒータが実質的
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に一貫した温度プロフィールを呈する複数の温度設定、ゾーン、又はこの両方をもつシー
トヒータを提供することである。歴史的に、シートヒータは、異なる方法の組合せを用い
て温度設定を変化させる。例えば、１つの方法では、シートヒータは、（例えば、どの抵
抗路が選ばれるかに基づいて）出力が低減され及び／又は増加され、これによりヒータの
温度が変わるように、異なる抵抗を有する抵抗器を含んでもよい。別の例は、温度が適宜
上昇及び／又は低下することになるようにゾーン、リング、分岐など、又はこれらの組合
せを付加した又は差し引いたシートヒータである。本発明の教示は、付加的な抵抗器、ゾ
ーン、又はこの両方に対する必要性をなくし、且つシートヒータの加熱される部分にわた
ってより一貫した温度プロフィールを提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　一般的な意味で、加熱されるシート、ヒータ、及びこれを形成する方法が開示される。
加熱されるシートは、１つ又は複数のトレンチをもつ又はトレンチをもたないクッション
（すなわち、シートクッション、バッククッション、ボルスタ、又はこれらの組合せ）を
含んでもよい。ヒータは、可撓性キャリア（例えば、少なくとも１つのポリマーフィルム
層を含むキャリア）を備えてもよい。ヒータは、２つ以上の導電電極（例えば、ラミネー
トを形成するために印刷技術によってポリマーフィルム層に適用される又は他の方法で適
用される電極）を含んでもよい。１つ又は複数の抵抗層は、可撓性キャリア上に適用され
、導電電極と電気的に連通してもよく、あらゆるこうした抵抗層は、一般に自己調節する
（例えば、これは正の熱係数の材料を含む）。このように、所定の閾値を超える加熱が起
こる場合、電極間のさらなる電気伝導を効果的に制約する及び／又は防ぐ点まで抵抗層の
抵抗が増加する。上記の一般的教示は、既存の技術に対する多数の利点のうちのいずれか
を提供する独自の特徴（例えば、キャリア構成、電極構成、電気接続、材料、電力供給、
又は本明細書で開示される他の新規な特徴のうちのいずれか）のうちの１つ又はいずれか
の組合せによってさらに特徴付けられる。
【００１１】
　本発明の教示は、加熱されるシートであって、１つ又は複数のトレンチ領域をもつクッ
ションと、ヒータであり、周辺部をもつキャリア、を備え、キャリアが、キャリアの少な
くとも一部を実質的に囲む導電材料で作製される第１の電気的機能層と、抵抗材料で作製
される第２の電気的機能層と、第１の電気的機能層に取り付けられる１つ又は複数の導電
体とをさらに含む、ヒータと、ヒータがクッションの上におかれるときにクッションを覆
うトリム層と、を備え、周辺部が第１の側縁及び第２の側縁を含み、各側縁が切取部を含
み、切取部が互いに隣接して配置されてネック部を形成し、取付装置をヒータのネック部
の上におき且つネック部がトレンチの中に引っぱられるように取付装置の一方又は両方の
端部をクッションに固定することによってヒータがクッションに取り付けられ、ネック部
は第２の電気的機能層がなく、第１の電気的機能層と第２の電気的機能層が格子パターン
を形成する、シートを含む。
【００１２】
　本発明の教示は、ヒータであって、その周辺部の付近に複数の切取部を含むポリマーフ
ィルムを随意的に含むキャリアと、キャリアの少なくとも一部を実質的に囲む電極を画定
する第１の電気的機能層と、第１の電気的機能層とは異なる抵抗を有する第２の電気的機
能層と、システムハーネスと、コントローラとを備え、コントローラがパルス幅変調及び
第２の電気的機能層の自己調節特徴によってシートの温度を調節する、ヒータを含む。
【００１３】
　本発明の教示は、ヒータを作製する方法であって、キャリアを得るステップと、キャリ
アの周辺縁に沿って複数の切取部を形成するステップと、キャリアの中にネック領域が形
成されるように少なくとも２つの切取部を位置合わせするステップと、キャリアに第１の
電気的機能層を適用するステップであり、少なくとも１つの電極と複数のフィンガが第１
の電気的機能層によって形成され、随意的に電極がキャリアの少なくとも一部を実質的に
囲むステップと、キャリア上の第１の電気的機能層の少なくとも一部の上に第２の電気的
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機能層を適用するステップであり、第２の電気的機能層が第１の電気的機能層の抵抗とは
異なる抵抗を有するステップと、随意的に機械的コネクタのない状態で、少なくとも１つ
の電気端子を電極に取り付けるステップであり、ヒータが該ヒータをトレンチをもつクッ
ションに固定し且つトリム層で覆うことができるように構成されるステップと、を含み、
キャリアの少なくとも２つの切取部が、通常の使用中にキャリアが裂けることなく伸びる
ことを可能にする、方法を含む。
【００１４】
　１つの独自の態様では、本明細書での教示は、それに電力が印加される個別の端のない
少なくとも１つ、より好ましくは２つ以上の電極の使用を想定する。代わりに、１つ、２
つ、又はそれ以上の電極は、一般に、ことによるとあらゆる個別に画定された端をもたず
に概して連続する様態で可撓性キャリアの少なくとも一部を囲む少なくとも１つのバス構
成を含む。好ましくは、ヒータは、個別に画定された端をもたずに連続する様態で可撓性
キャリアの少なくとも一部を囲む少なくとも２つの概して連続する電極（すなわち、少な
くとも１つの正極及び少なくとも１つの負極）を含むであろう。ヒータは、少なくとも２
つの電極から延びるフィンガを含んでもよい。フィンガは、抵抗層が少なくとも２つのフ
ィンガに触れてもよいようにインターディジテイテッドパターンを形成してもよい。抵抗
層は、フィンガと、異なる極性の電極、異なる極性の２つのフィンガ、異なる極性の２つ
の電極、又はこれらの組合せに触れてもよい。例えば、抵抗層は正の電極と負のフィンガ
に触れてもよい。
【００１５】
　別の態様では、本明細書での教示は、抵抗層が、ヒータにわたって等しく適用されても
よい（すなわち、抵抗層が、ヒータの全領域にわたって一貫した密度、厚さ、面積、又は
これらの組合せを有してもよい）ことを想定する。しかしながら、密度、厚さ、面積、又
はこれらの組合せは、これらの領域における抵抗が増加され又は減少されるようにヒータ
の領域において増加され又は減少されてもよいことが考慮される。例えば、抵抗層は、電
極とフィンガとの間に交互に抵抗領域とギャップ（すなわち、抵抗材料を含まない領域）
とをもつ、概して格子パターンで適用されてもよい。
【００１６】
　別の態様では、本明細書での教示は、キャリアが、一般に軽量であるが依然として魅力
的な耐久性及び温度特性を有する材料の組合せで作製されてもよいことを考慮する。例え
ば、材料は、その上で電極及び／又は１つ又は複数の他の適切な自己調節式の発熱電気構
成がラミネートに適用されるポリマーフィルムと、ラミネート（例えばフィルム）の片側
又は両側の上に適用されてもよいファブリック層とを含むラミネートを想定する。キャリ
アは、ポリエステル、ポリウレタン、又はこの両方の組合せで作製されてもよい。ファブ
リック層、ポリマーフィルム、又はこの両方は、本明細書で説明される場合の抵抗材料を
含んでもよい。
【００１７】
　別の態様では、本明細書での教示は、一般に軽量であるが依然として魅力的な耐久性及
び温度特性を有する材料又は材料の組合せの使用を考慮する。例えば、ラミネート（すな
わちキャリア）は、その上に電極、若しくは１つ又は複数の他の適切な自己調節式の発熱
電気構成が適用されるポリマーフィルムを含むことが想定される。本明細書で説明される
場合の抵抗材料は、電極、フィンガ、又はこの両方を電気的にブリッジする。電極、抵抗
材料、又はこの両方に取り付けられるのは、１つ又は複数の電力ラインであろう。１つ又
は複数の電力ラインは、接着剤結合、水素結合、イオン結合、金属結合、又はあらゆる組
合せを含む結合によって電極、抵抗材料、又はこの両方に取り付けられてもよい。取り付
けは、溶接（例えば、レーザ溶接、超音波溶接、摩擦溶接、又はあらゆる組合せ）を介し
て達成されてもよい。これは、機械的コネクタをさらに含んでもよく、又は機械的コネク
タがなくてもよい。
【００１８】
　１つの態様では、本明細書でのキャリアは、非対称な電極パターンを含むものとして特
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徴付けられてもよい。すなわち、キャリアの上縁及び下縁に沿った中間点から画定される
軸線は、鏡面対称を呈さないであろう。キャリアは、１つ又は複数の周辺ローブを特色と
してもよい。周辺ローブのうちの１つ又は複数は、電極と１つ又は複数の電力ラインとの
間の電気接続のための場所を提供してもよい。このように、個々のラインを異なるローブ
に接続することなどによってそれぞれの電力ラインを互いから物理的に分離することが可
能な場合がある。さらに、したがって、電極とのライン接続を共通のゾーンに配置する必
要性を回避しながら、コネクタ配置のための対称な場所又は対向する場所に対する必要性
も回避できることが分かる。
【００１９】
　本発明の教示の１つの独自の態様は、電極は、電極の全長にわたって一貫した幅であっ
てもよいが、しかしながら、電極の幅（すなわち電極の縁から縁）は、その長さにわたっ
て変化してもよいことである。例えば、幅は、電力ラインが電極に取り付けられる点にお
いて最も広く、且つ電極が電力ラインからさらに遠ざかるのに伴って徐々に狭くてもよい
。別の例では、電極は、トレンチの中におかれる領域において最も広くてもよい。
【００２０】
　本発明の教示の別の独自の態様は、複数の抵抗器配置又は複数のゾーン配置によって制
御されない複数の電力設定を有することを考慮する。本発明の教示は、ヒータの温度を様
々に制御することができるようにヒータに送られる電力の量を制御するのに用いられても
よい可変のデューティサイクル（すなわちパルス幅変調された波形）を用いてもよい。調
節は、抵抗層の自己調節と一緒に加えて、全面的にオン、周期変動（ｃｙｃｌｉｎｇ）、
又は全面的にオフのいずれかであるＤＣ電源を提供することによって行われてもよいこと
が考慮される。温度は、ヒータが全面的にオン、全面的にオフ、又はこれらの組合せであ
る時間の量を変化させることによって変えられてもよい。これは、方形波構成の外観を与
えることになる波形を提供するであろう全面的にオンと全面的にオフとの間の電力供給の
変化である。調節はまた、電子装置によって（例えばトライアック、サイリスタなどを介
して）様々に制御されるＡＣ電源を提供することによって行われてもよいことが考慮され
る。温度は、所望の電力レベルを得るために電力正弦波の端を切り捨てることによって変
えられてもよい。
【００２１】
　また別の態様では、本明細書で説明されるシート又は開示されるヒータは、適切なスペ
ーサ材料（例えば、網状発泡体（ｒｅｔｉｃｕｌａｔｅｄ　ｆｏａｍ）、編まれたスペー
サファブリック、空気流のための孔を有する独立気泡発泡体、ゴム引き毛（ｒｕｂｂｅｒ
ｉｚｅｄ　ｈａｉｒ）、蜂の巣状テキスタイルのウェブの間に挟まれた材料の合成ストラ
ンドを含むスペーサ材料（好ましい材料の一例は、商標名３ＭＥＳＨ（登録商標）の下で
販売される材料であり、ドイツのＭｕｌｌｅｒ　Ｔｅｘｔｉｌ　ＧｍｂＨ、又は米国ロー
ドアイランドのＭｕｌｌｅｒ　Ｔｅｘｔｉｌｅｓ，Ｉｎｃ．から市販されている））と共
に組み立てられてもよい。用いられてもよいスペーサ材料の例（例えば編まれたスペーサ
ファブリック）は、米国特許第７，６１８，０８９号（参照により本明細書に組み込まれ
る）において見出される。本教示の他の態様は、側縁から横方向内向きに突き出る複数の
切取部（例えば、概して大文字「Ｔ」として形状設定される切取部）を含むキャリア（す
なわちラミネート）に対する側縁構成の１つ又はあらゆる組合せを含んでもよい。複数の
ネック領域が、キャリアの上縁と下縁との間に配置されてもよい（例えば、１つ又は複数
の切取部をもつ領域）。１つ又は複数の細長いスリット（すなわち、外スリット、内スリ
ット、又はこの両方）が、キャリアの上縁と下縁との間に延びてもよい。
【００２２】
　本発明の教示は、通気及び／又は温度調節（例えば、冷却を生じるためのペルチェ効果
式熱電デバイス又はモジュールを用いる強制冷却）、強制加熱、又はこれらの組合せ）を
提供するシートと併せて用いられてもよいことがさらに考慮される。調節システムは、空
気をユーザに分配するためにプレナム、バッグ、又は他の空気分配（ａｉｒ　ｄｉｓｔｒ
ｉｂｕｔｉｏｎ）システムを用いてもよい。ヒータは、空気分配装置の上に又は下におか
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れてもよい。ヒータは、空気分配装置の壁を形成してもよい。ヒータは、空気分配装置の
内部におかれてもよい（例えば、バッグの中に封入される）。限定ではなく単なる例とし
て、本明細書でのヒータは、すべてが参照により組み込まれる、米国特許第７，４７８，
８６９号、第７，０５２，０９１号、第６，８６９，１３９号、第７，１３１，６８９号
、及び／又は米国特許出願第２００６０１５８０１号の教示と整合性をとって構造化され
る通気シート又は強制的に冷却されるシートに採用されてもよい。本明細書でのヒータは
、冷却機能を果たすために採用される熱電デバイスと組み合わせてシートに採用されても
よい。
【００２３】
　本発明の教示の特徴及び発明的態様は、以下の詳細な説明、請求項、及び図面を読むこ
とで、より明らかとなり、以下は図面の簡単な説明である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の教示の一態様に係るヒータの上面図である。
【図２Ａ】本発明の教示の可能な断面図である。
【図２Ｂ】本発明の教示の可能な断面図である。
【図３】車両シートに配置された本発明の教示の別の態様の上面図である。
【図４Ａ】機械的ファスナに対する１つの可能な構成の斜視図である。
【図４Ｂ】ヒータへの図４Ａの機械的ファスナの取り付けの一例を例証する図である。
【図５Ａ】タブの付加的な実施形態を例証する図である。
【図５Ｂ】タブの付加的な実施形態を例証する図である。
【図５Ｃ】タブの付加的な実施形態を例証する図である。
【図６Ａ】可変の幅及びパターンを有する電極、並びにヒータの別の可能な形状を伴う本
発明の教示の実施形態を例証する図である。
【図６Ｂ】可変の幅及びパターンを有する電極、並びにヒータの別の可能な形状を伴う本
発明の教示の実施形態を例証する図である。
【図７】本発明の教示の別の可能な実施形態を例証する図である。
【図８】キャリアに対する１つの可能な構成を例証する図である。
【図９】キャリアに対する別の可能な構成を例証する図である。
【図１０】キャリアに対するまた別の可能な構成を例証する図である。
【図１１Ａ】ヒータに対するさらに別の可能な構成を例証する図である。
【図１１Ｂ】ヒータに対するさらに別の可能な構成を例証する図である。
【図１２】ヒータに対する可能な構成を例証する図である。
【図１３】ヒータの別の可能な構成を例証する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の教示は、種々の製造物品に一体化するのに適した改善されたヒータを提供する
ことに基づいている。例えば、ヒータは、建築物、家具、輸送車両（例えば、ボート、列
車、飛行機、単車、全地形対応車両（ａｌｌ　ｔｅｒｒａｉｎ　ｖｅｈｉｃｌｅ）、バス
、スノーモービル、又は他のもの）などのような種々の製造物品のキャリア（例えば、部
材、構造体、パネル、床、壁など）に一体化され又は取り付けられてもよい。代替的に、
ヒータは、シート、ベンチ、ミラー、又はミラー組立体（例えば、バックミラー、サイド
ミラーなど）、変速装置、パネル、足下の空間（ｆｏｏｔｗｅｌｌ）、フロアマット、カ
ーゴ又はベッドライナ、窓、バッテリ、又は他のコンポーネントのような輸送車両の種々
のコンポーネントに一体化され又は取り付けられてもよい。本発明の教示のヒータは、車
両の至る所に、最も有利にはアームレスト、バックミラー、ユーザ制御インターフェース
、シート、ステアリングホイール、又は他のものを含む、車両の乗員と一般に接触するこ
とになるコンポーネントに配置されてもよい。ヒータは、車両以外の他の加熱用途（例え
ば、寝具、衣服、ヘルメット、靴、工具の柄、植物栽培、医療用途、製薬用途、又は他の
用途）のために用いられてもよい。
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【００２６】
　ヒータは、自動車両のシートに一体化するのに特に適する。より詳細には、ヒータは、
ボルスタを伴う又は伴わないシート部分、ボルスタを伴う又は伴わないバック部分、ヘッ
ドレスト部分、又はこれらの組合せと一体化させるのに適する。ヒータは、シートの２つ
の層の間に配置されてもよい。ヒータは、ファブリック層（例えば、クロス、皮革、合成
皮革など）の下に、及びクッション又はバックレスト（例えば、ユーザのための発泡体サ
ポート）の上に配置されてもよい。１つの態様では、本発明の教示は、穿孔された皮革シ
ートカバー又は穿孔された合成皮革シートカバーの下に用いるのに特に適したものにする
構造体を採用する。このように、本発明のヒータは、調節されたシート（例えば通気シー
ト、強制的に冷却されるシート（熱電デバイス又はモジュールの使用などによって）、又
は強制的に加熱されるシート）と組み合わせて用いるのに特に魅力的である。ヒータは、
縫製、糊付け、又は他の方法によってシートカバーと一体化されてもよい。ヒータは、成
形、糊付け、又は他の取付方法によってシート発泡体サポートと一体化されてもよい。
【００２７】
　調節されるシートは、１つ又は複数のエアムーバを含んでもよい。１つ又は複数のエア
ムーバは、バックレストクッション、シートクッション、又はこの両方の中に又は重ね合
わせて配置される１つ又は複数のインサートを通して空気を動かしてもよい。１つ又は複
数のインサートは、エアムーバからの空気を分散させてもよい。１つ又は複数のエアムー
バは、熱電デバイス（ＴＥＤ）を含んでもよい。ＴＥＤは、空気がエアムーバに入る際に
又は空気がエアムーバを去る際に空気を加熱してもよい。ＴＥＤは、空気がエアムーバに
入る際に又は空気がエアムーバを去る際に空気を冷却してもよい。空気は、インサート、
ヒータ、シートカバー（例えばトリム層）の穿孔、又はこれらの組合せを通して吹き抜け
てもよい。空気透過性シート及び加熱装置の一例は、参照により本明細書に組み込まれる
米国特許第６，０６４，０３７号である。ＴＥＤは、ヒータが同時にシートを加熱してい
る間に高温空気を吹き込み、これにより、伝導加熱と対流加熱との両方を提供してもよい
。ヒータは、ＴＥＤが熱を吹き込むことなく加熱してもよく、又はこの逆であってもよい
。切取部、内スリット、外スリット、空隙、孔、キャリア構成などは、インサート、シー
トカバーの穿孔、この両方、又はこれらの組合せと同様に形状設定され又はこれと位置合
わせされてもよいことが考慮される。ヒータのキャリアは、キャリアが空気移動を抑制し
ないように構成されてもよい。米国特許第６，８９３，０８６号、第７，３７０，９１１
号、及び第７，４７８，８６９号（参照により本明細書に組み込まれる）は、可能なシー
トインサート及びエアムーバ構成の例を例証する。本明細書で説明されるヒータは、該ヒ
ータが、例えば、米国特許第７，４７８，８６９号で開示された座席構成と共に用いられ
てもよいように構成されてもよい。通気シートは、１つ又は複数のエアムーバを含んでも
よい。本明細書で説明されるヒータは、流体がヒータの上を動かされるように位置付けら
れてもよく、流体を温める。温められた流体は、トリムバッグ内を移動し、その後、快適
さ及び／又は熱を提供するために乗員の方に移動してもよい。トリムバッグは、流体がヒ
ータを通して及び／又はヒータの上を前後に通過するように１つ又は複数のバッフルを含
んでもよい。ヒータは、ヒータがバッフルとして作用するようにトリムバッグの中央（す
なわち、流体がそれを通り抜ける及び／又はその周りを流れる必要がある中央層）におか
れてもよい。
【００２８】
　本明細書に記載のヒータは、あらゆる車両シートと共に用いられてもよい。幾つかの車
両は、ポリマー発泡体バンのようなクッション材の隣接する部分の間の１つ又は複数の凹
型領域（本明細書ではトレンチ又はトレンチ領域又は咬合線とも呼ばれる）、若しくは２
つ以上の発泡体バンの間の領域を採用してもよい。ヒータは、トレンチ領域をもたない車
両シートと共に用いられてもよいことが考慮される。好ましくは、ヒータは、１つ又は複
数のトレンチ領域を含むシートと共に用いられてもよい。より好ましくは、本明細書で説
明されるヒータは、ヒータが定位置に固定され且つ性能が犠牲にされないように、クッシ
ョンのトレンチ領域の中におかれるように設計される部分を有してもよい。ヒータは、し
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かしながら、トレンチ領域に入れずに用いられてもよい（すなわち、ヒータがトレンチ領
域に入らないようにシートの領域に嵌められてもよい）。
【００２９】
　ヒータは、複数の層を含んでもよい。ヒータは、ベース部材、ラミネート、又はキャリ
アを含んでもよい。キャリアは、１つ又は複数の層を受け入れるのに適した任意の材料で
作製されてもよい。キャリアは、可撓性及び耐久性のある任意の材料であってもよい。キ
ャリアは、好ましくは、絶縁体で作製されるであろう。キャリアは、壊れることなく伸長
する弾性材料で作製されてもよい。好ましくは、キャリアは、典型的な荷重の下で恒久的
に伸長しないが荷重から解放するとその元の形状に戻ることになる材料で作製されるであ
ろう。キャリアは、最初の形状から塑性変形及び／又は弾性変形するが或る刺激（例えば
熱）を与えると最初の形状に戻る形状記憶材料で作製されてもよい。キャリアは伸長しな
いことが好ましいにもかかわらず、キャリアは、繰り返される屈曲がキャリアにクラック
、故障、破損などを生じさせるほどの剛性ではないべきである。例えば、キャリアは、ポ
リマー材料（例えば、熱硬化性又は熱可塑性）、より詳細には熱可塑性ポリマー材料で作
製されてもよい。ポリマー材料は、ポリエステル、ポリイミド、ポリオレフィン（例えば
、ポリプロピレン、ポリエチレン、又はこれらの組合せ）、又はポリエーテルイミドのう
ちの１つ又は複数を含むホモポリマー、コポリマー、複合材、又は他の材料の組合せから
選択されてもよい。市販の材料の例は、Ｍｙｌａｒ（登録商標）、Ｍｅｌｉｎｅｘ（登録
商標）、Ｔｙｖｅｋ（登録商標）、Ｃｅｔｕｓ（登録商標）、又はＵｌｔｅｍ（登録商標
）のうちの１つ又は複数を含む。キャリア材料はまた、セラミック（例えば、ガラス）の
ような比較的剛性の材料であってもよい。キャリアは、フィルム、ファブリック（例えば
、織られた及び／又は不織）、他のテキスタイル、又はこれらの組合せの形態であっても
よい。キャリアは誘電体であってもよい。キャリアは、誘電体ではない材料で作製されて
もよい。本明細書に記載の層は、あらゆる順番で適用されてもよいことが考慮される。本
明細書に記載の層は、同じ方法で（例えば、すべてスクリーン印刷される又はすべてイン
クジェット印刷される）又は異なる方法で（例えば、１つの層はスクリーン印刷され、別
の層はインクジェット印刷される）適用されてもよいことがさらに考慮される。キャリア
は、好ましくはポリマーフィルムを含む。しかしながら、これは、テキスタイル（例えば
、織られたテキスタイル、不織テキスタイル、紙、又はこれらの組合せ）であってもよい
。キャリアは、シートの形態又は形状設定された形態（例えば、成形品、押出し異形材（
ｅｘｔｒｕｄｅｄ　ｐｒｏｆｉｌｅ）、熱成形品、又はあらゆる組合せ）であってもよい
。キャリアの厚さ（例えば、ファブリックのフィルム又はシートである場合）は、約５ｍ
ｍ以下、約２ｍｍ以下、約１ｍｍ以下、約０．５ｍｍ以下、約０．３ｍｍ以下であっても
よい。キャリアの厚さ（例えば、ファブリックのフィルム又はシートである場合）は、約
０．０５ｍｍ以上、約０．１ｍｍ以上、約０．２ｍｍ以上であってもよい。
【００３０】
　キャリアは、熱を生じるためにその上で電気的機能層を加熱する及び受けるのに適した
任意の形状であってもよい。キャリアは、１つ又は複数の縁を含んでもよい。キャリアは
、円形（すなわち、１つの周辺縁）、半月形（すなわち、２つの周辺縁）、三角形（すな
わち、３つの周辺縁）、四角形又は長方形（すなわち、４つの周辺縁）、五角形（すなわ
ち、５つの周辺縁）であってもよい。キャリアは、５、６、７、８、９、又はさらには１
０個よりも多い周辺縁を有してもよい。周辺縁は、回転対称性を有してもよい。周辺縁は
、回転対称性を有していなくてもよい。
【００３１】
　キャリアは、１つ又は複数のタブを含んでもよい。キャリアは、約２以上のタブ、約５
以上のタブ、約７以上のタブ、又はさらには約１０以上のタブを含んでもよい。キャリア
にはタブがなくてもよい。タブはキャリアと一体に形成されてもよい。タブは、キャリア
が形成された後でキャリアから余分な材料を除去することによって形成されてもよい。タ
ブは、あらゆる内縁、あらゆる外縁、切取部、内スリット、外スリット、又はこれらの組
合せ上に配置されてもよい。タブは、キャリアの中に内向きに突き出る材料の欠如であっ
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てもよい。タブは、１つ又は複数の点を含んでもよい。タブは、１つの点がキャリアの中
に面し、他の２つの点が外向きに突き出る逆三角形の形状であってもよい。タブは、ダイ
ヤモンドの形状であってもよく、キャリアと接触する１つの点とキャリアの縁から外向き
に突き出る３つの点を有することが考慮される。好ましくは、タブは、それらが取り付け
られる縁から外向きに突き出てもよい。タブは、縁から約１ｍｍ以上、約２ｍｍ以上、又
はさらには約３ｍｍ以上突き出てもよい。タブは、任意のサイズ及び形状（例えば、四角
形、長方形、三角形、半円形、半卵形、又はこれらの組合せ）であってもよい。タブは、
キャリアの縁上に対称に配置されてもよい（すなわち、キャリアの上縁及び下縁及び／又
は側縁に沿った中間点から画定される軸線であり、鏡面対称を呈してもよい）。しかしな
がら、タブは、キャリア上に対称に配置されなくてもよい。好ましくは、タブは、組立て
のためにタブが少なくとも１つのトレンチ又は発泡体上のマークと位置合わせされるよう
にキャリア上に配置される。しかしながら、タブは、トレンチ又は発泡体上のマークと位
置合わせされなくてもよい。タブは、切取部のうちの１つ又は複数の内部に及び／又は隣
接して配置されてもよい。好ましくは、タブは、ヒータを損傷する可能性を最小にするで
あろうクッション上の場所にヒータが配置されるように、ヒータをシート上に一様に及び
シートからシートへと一貫しておくことができるように、クッション上のマークと位置合
わせされるであろう。タブは、ヒータを定位置に恒久的に又は一時的に保持してもよい。
タブは、シートの中に押し込まれてもよく、ヒータをシートにしっかりと固定し、一時的
に固定し、取り外し可能に固定し、又はこれらの組合せで固定してもよい。好ましくは、
タブは、ユーザがヒータをシート上におくのを支援してもよく、さらなる固定が行われる
間にヒータを定位置に保持するのを少なくとも一時的に支援してもよい。
【００３２】
　キャリアは、１つ又は複数の電気的機能層を含んでもよい。１つ又は複数の電気的機能
層は、キャリアの１つ又は複数の機能部と対応する状態でキャリア上におかれてもよい（
すなわち、切取部、内スリット、外スリット、空隙、孔、キャリア構成などは、インサー
ト、シートカバーの穿孔、この両方、又はこれらの組合せと同様に形状設定され又はこれ
らと位置合わせされてもよい）。電気的機能層のうちの１つ又は複数は、本明細書に記載
のキャリアの１つ又は複数の機能部を実質的に取り囲んでもよい。１つの例では、電極は
、機能部の形状に適合してもよい。より具体的な例では、正極は、外スリット、内スリッ
ト、又はこの両方の形状に適合してもよい。本明細書で説明される場合のキャリアには、
電極に接続され且つそこから延びるより小さい電気的機能層（すなわち、トレース）によ
って取り囲まれる如何なる機能部もなくてもよい。
【００３３】
　１つ又は複数の電気的機能層は、キャリア上におかれてもよい。例えば、１つ又は複数
の電気的機能層は、接着剤、印刷プロセス（例えば、スクリーン印刷、オフセット又はリ
ソグラフィ、インクジェット、レーザ、輪転グラビアなど）、熱伝達、エングレービング
、スプレー、ローリング、ダビング（ｄａｂｂｉｎｇ）、ブラッシング、流し込み（ｐｏ
ｕｒｉｎｇ）、糊付け、エッチング、静電堆積などを用いてキャリア上におかれてもよい
。電気的機能層は、１つの一様な厚さであってもよい。電気的機能層の厚さは、一方の端
から他方の端まで変化してもよい。電気的機能層は、１つの場所において別の場所に対し
てより厚くてもよい（すなわち、キャリアからの垂直高さ）（例えば層は、電極が形成さ
れる場所ではより厚くてもよい）。電気的機能層は、キャリア全体にわたって均等な厚さ
であってもよい。電気的機能層は、それぞれ約０．００１ミクロンから約１００ミクロン
までの間、約０．１ミクロンから約７５ミクロンまでの間、約１ミクロンから約５０ミク
ロン（例えば、約２ミクロンから約２５ミクロン又は約５ミクロンから約１５ミクロン）
までの間の厚さを有してもよい。電気的機能層は、それぞれキャリア全体にわたって変化
する厚さを有してもよい。電気的機能層は、幅を有してもよい。電気的機能層の幅は、電
気的機能層の長さにわたって実質的に一定であってもよい。電気的機能層の幅は、電気的
機能層の長さにわたって変化してもよい。例えば、電気的機能層は、電気的機能層が電力
供給ラインからさらに遠ざかるのに伴って幅が減少及び／又は増加してもよい。電気的機
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能層は、導電体に最も近い場所において、約２５ｍｍから約０．０５ｍｍまでの間、約１
５ｍｍから約０．１ｍｍまでの間、約１０ｍｍから約０．５ｍｍの間、又はさらには約７
ｍｍから約１ｍｍまでの間の１つの幅を有してもよい。電気的機能層は、導電体から最も
遠い端において約１２ｍｍから約３ｍｍまでの間又は約８ｍｍから約４ｍｍまでの間の幅
、及び反対側の端において約１１ｍｍから約２ｍｍまでの間又は約７ｍｍから約５ｍｍま
での間の幅を有してもよい。一実施形態では、電気的層の幅は、ネック部でのみ減少する
ことが可能である（すなわち、電極は、ネックの両側で同じサイズとなるであろう）。１
つ又は複数の電気的機能層の領域（すなわち、幅、厚さ、密度、又はこれらの組合せ）は
、電気的機能層にわたる計算された最大電圧降下に基づいて変化する可能性があることが
考慮される。領域は、電気的機能層のうちの１つ又は複数の断面積であってもよい。領域
は、１つ又は複数の電気的機能層の表面積であってもよい。
【００３４】
　電気的機能層の幅は、キャリアの長さにわたって変化してもよい。電気的機能層の幅は
、電気的機能層が電力供給ラインからより遠くなるのに伴って徐々に減少してもよい。例
えば、電気的機能層の幅は、電力供給ラインにおいて８ｍｍであり、且つ電力供給ライン
から最も遠い点において４ｍｍであってもよい。好ましくは、電気的機能層の幅は、電気
的機能層がトレンチに入る場所以外はそれらの長さにわたって減少してもよく、電気的機
能層の幅は増加してもよい。例えば、電気的機能層の幅は、電力供給ラインにおいて８ｍ
ｍであり、電力供給ラインから最も遠い点において４ｍｍであり、且つトレンチに入る領
域において１０ｍｍであってもよい。好ましくは、電気的機能層の幅は、長さにわたって
比較したときにトレンチに入る領域又はネック部において最大であってもよい。電気的機
能層の幅は、幅が増加してもよいトレンチ領域における電気的機能層の部分以外は電気的
機能層の全長を通して一定のままであってもよい。電気的機能層の幅は、電力供給ライン
における電気的機能層の幅に等しくてもよい。電気的機能層は、電力供給ラインにおける
電気的機能層の幅とトレンチ領域における電気的機能層の幅との比を有してもよい。電力
供給ラインにおける幅とトレンチ領域における幅との比は、約１．５：１以下、約１．３
：１以下、又は約１．２：１以下、又は約１．１：１以下、又は約１：１以下であっても
よい。電力供給ラインにおける幅とトレンチ領域における幅との比は、約１：５以下、約
１：４以下、約１：３以下、約１：２以下、約１：１．５以下、約１：１．３以下、又は
約１：１．２以下であってもよい。電気的機能層の幅は、電気的機能層がトレンチ領域に
近づくまで徐々に減少してもよく、次いで、幅は、新しい幅（すなわち、トレンチ幅）ま
で迅速に増加し、次いでトレンチ領域が終端すると再び徐々に減少してもよい。例えば、
電気的機能層の幅は、トレンチまで連続的に減少し、次いで電気的機能層の幅は、トレン
チ領域において増加し、次いでトレンチ領域の後で電気的機能層は再び減少してもよい。
この例は、ヒータが複数のトレンチを含む場合に繰り返されてもよい。トレンチ領域にお
ける電気的機能層の幅は、約１ｍｍ以上、約２ｍｍ以上、約４ｍｍ以上、約６ｍｍ以上、
又は約８ｍｍ以上であってもよい。電気的機能層の幅は、約２０ｍｍ以下、約１５ｍｍ以
下、約１２ｍｍ以下、又は約１０ｍｍ以下であってもよい。電気的機能層の幅は、１０ｃ
ｍにつき約５パーセント以上、５ｃｍにつき約５パーセント以上、１ｃｍにつき約５パー
セント以上だけ減少してもよい。電気的機能層の幅は、１ｃｍにつき約１０パーセント以
下、５ｃｍにつき約１０パーセント以下、又は１０ｃｍにつき約１０パーセント以下だけ
減少してもよい。
【００３５】
　電気的機能層の幅は、幅の段差変化があってもよい。幅は、一定のままであってもよく
、次いで、所与の点で、幅は、約１０パーセント、約２０パーセント、約３０パーセント
以上減少してもよい。電気的機能層の幅は、所与の段差において約２０パーセントから６
０パーセントまでの間だけ減少してもよい。例えば、電気的機能層の半分の幅は、電力供
給ライン（すなわち、ワイヤハーネス又はワイヤ端子）からヒータの中間まで幅約１０ｍ
ｍであってもよく、次いで、次の半分は、ヒータの端まで約５ｍｍの幅を有してもよい。
電気的機能層は、電気的機能層の性能が悪影響を受けない及びヒータが加熱しないように
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十分な段差を含んでもよい。ヒータは、１つ又は複数の段差を含んでもよい。ヒータは、
複数の段差を含んでもよい。ヒータは、約１以上の段差、約２以上の段差、又は約３以上
の段差を含んでもよい。ヒータは、約１０以下の段差、約８以下の段差、約６以下の段差
、又は約４以下の段差を含んでもよい。好ましくは、電気的機能層の幅を変化させるため
に段差変化が用いられるときに、トレンチ領域における電気的機能層の幅は一定のままで
ある。
【００３６】
　電気的機能層は、電力供給ラインの近くの幅及び電力供給ラインから遠い場所での幅を
有する。電気的機能層は、トレンチ領域（すなわち、トレンチに入るヒータの部分及び／
又はネック部）における幅を含んでもよい。
【００３７】
　ヒータは、キャリア上に第１の電気的機能層を含んでもよい。第１の電気的機能層は、
導電材料を含んでもよい。第１の電気的機能層は、抵抗材料（例えば、正の熱係数の材料
）を含んでもよい。好ましくは、第１の電気的機能層は導電材料となるであろう。導電材
料は、電気を伝導することができる任意の材料であってもよい。導電材料は、銀、銅、金
、グラファイト繊維、炭素繊維、又はこれらの組合せを含んでもよい。導電材料は、電気
的機能層内の導電粒子の分散として（例えば、導電インクとして）採用されてもよい。導
電粒子は、第１の導電材料の粒子を含んでもよい。導電粒子は、第２の導電材料で被覆さ
れた第１の導電材料の粒子（例えば、銀で被覆された銅粒子）を含んでもよい。
【００３８】
　第１の電気的機能層は、１つ又は複数の個別の構造（例えばバス又は電極）を有しても
よい。好ましくは、第１の電気的機能層は、少なくとも２つの個別の構造体（すなわち正
極及び負極）を形成するであろう。第１の電気的機能層のサイズ、形状、パターン、設計
、電極の数、又はこれらの組合せは、本明細書で説明される実施形態のうちのいずれかで
あってもよい。
【００３９】
　層が受けることになる（特に座席用途の）摩耗条件により、本明細書での電気的機能層
のうちのいずれかは、望ましくは、ＡＳＴＭ　Ｄ３３６３－７４によって測定した場合に
、最小で少なくとも約３Ｂ、好ましくは少なくとも約５Ｂの摩擦抵抗（鉛筆硬度）を呈す
るであろう。より好ましくは、電気的機能層は、約３Ｈよりも高い又はさらには約５Ｈの
摩擦抵抗を呈するであろう。しかしながら、望ましくは、電気性能は、摩擦抵抗の結果と
して損なわれないであろう。電気的機能層は、導電体（すなわち電力供給ライン、被覆さ
れた銅線など）を接合するための材料間のはんだ付け又は金属結合の形成を可能にするよ
うなものであってもよい。
【００４０】
　電気的機能層のうちの１つ又は複数は、典型的に、導電粒子（例えば、１つ又は複数の
金属粒子（例えば、銅、銀、金、白金）、炭素、又はそのあらゆる組合せを含む）の分散
として提供されるであろう。それらは焼付け（ｆｉｒｅｄ）ハイソリッド材料であっても
よい。それらは厚いポリマーフィルムであってもよい。導電粒子は、液体状態での適用後
に液相が蒸発して凝集性（ｃｏｈｅｓｉｖｅ）フィルムが残ることになるように、バイン
ダ材料を形成するポリマーフィルム又は他のフィルムと組み合わされてもよい。銀を含有
するインクは、電気的機能層として採用されてもよい。電気的機能層の一部として用いら
れる１つの特に好ましい材料は銅インクである。適切なインクは、厚さ２５ミクロンにお
いて、約５ｍΩ／ｓｑから約２００ｍΩ／ｓｑまでの間、約１０ｍΩ／ｓｑから約１００
ｍΩ／ｓｑまでの間、約２０ｍΩ／ｓｑから約７５ｍΩ／ｓｑ（すなわち約２０ｍΩ／ｓ
ｑから約３０ｍΩ／ｓｑまでの間又は約６５ｍΩ／ｓｑから約７５ｍΩ／ｓｑまでの間）
のシート抵抗性を有してもよい。適切なインクは、接着／テープ引張（３Ｍスコッチテー
プ＃６００）（Ａｄｈｅｓｉｏｎ／Ｔａｐｅ　Ｐｕｌｌ（３Ｍ　Ｓｃｏｔｃｈ　Ｔａｐｅ
　＃６００））によって測定した場合に材料の移動に対する高い抵抗を有してもよい（す
なわち材料を移動させない）。インクは、優れたはんだ付け性を有してもよい。例えば、
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インクは、共晶（ｅｕｔｅｃｔｉｃ）又は他のはんだ及び軽度に活性化されたフラックス
を伴うはんだ１００パーセントであってもよい。しかしながら、インクは、１００パーセ
ント未満のはんだであってもよく、キャリア上の導体として用いられてもよい。
【００４１】
　適切なインクは、異なる環境試験条件に曝された後で電気特性の如何なる顕著な変化も
有さなくてもよい。インクは、以下の環境試験のうちの１つ又は複数、好ましくは環境試
験のすべてによって示される特徴を呈してもよい。インクは、摂氏８５度で２０００時間
にわたってエージングされたときに約５０パーセント未満、約４０パーセント未満、又は
さらには約３０パーセント未満の抵抗性の変化をもつ熱エージングを有してもよい。イン
クは、摂氏６０度の熱及び９５パーセントの相対湿度の湿度試験条件に３０００時間にわ
たって曝されたときに約５０パーセント未満、約４５パーセント未満、約４０パーセント
未満、又はさらには約３０パーセント未満の抵抗性の変化を有してもよい。インクは、摂
氏－５５度から摂氏１２５度までの熱サイクル試験条件に５００サイクルにわたって曝さ
れたときに約４０パーセント未満、約３０パーセント未満、又は約２０パーセント未満の
抵抗性の変化を有してもよい。インクは、摂氏２６０度のはんだ浸漬（ｓｏｌｄｅｒ　ｄ
ｉｐ）試験条件に１０秒間、３サイクルにわたって曝されたときに約１５パーセント以下
、約１０パーセント以下、又はさらには約５パーセント以下の抵抗性の変化を有してもよ
い。インクは、摂氏１２１度、相対湿度１００パーセント、及び２気圧で８時間にわたっ
てプレッシャークッカー試験条件に曝されたときに約１５パーセント以下、約１０パーセ
ント以下、又はさらには約５パーセント以下（すなわち約４パーセント）の抵抗性の変化
を有してもよい。インクは、摂氏１２１度、相対湿度１００パーセント、及び２気圧で２
４時間にわたってプレッシャークッカー試験条件に曝されたときに約４０パーセント以下
、約３０パーセント以下、又はさらには約２５パーセント以下の抵抗性の変化を有しても
よい。
【００４２】
　適切なインクは、摂氏２５度、１０ｒｐｍで＃７スピンドル及びＵＣと共にＢｒｏｏｋ
ｓｆｉｅｌｄ　ＲＶＴを用いて試験したときに、約１０Ｐａ．Ｓから約１５０Ｐａ．Ｓま
での間、約３０Ｐａ．Ｓから約１００Ｐａ．Ｓまでの間、及び約６５Ｐａ．Ｓから約８５
Ｐａ．Ｓまでの間（例えば、約６５Ｐａ．Ｓと約７５Ｐａ．Ｓとの間又は約７５Ｐａ．Ｓ
と約８５Ｐａ．Ｓとの間）の粘度を有してもよい。インクは、約２５ｃｍ2／ｇから約３
００ｃｍ2／ｇまでの間、約５０ｃｍ2／ｇから約２００ｃｍ2／ｇまでの間、約１００ｃ
ｍ2／ｇから約１４０ｃｍ2／ｇまでの間（例えば、約１００ｃｍ2／ｇから約１２０ｃｍ2

／ｇまでの間）の被覆率（ｃｏｖｅｒａｇｅ）特性を有してもよい。用いられてもよい市
販の銅インクの例は、ＤｕＰｏｎｔから入手可能なＣＢ２００銅導体及びＣＢ２３０銅導
体である。用いられてもよい市販の銀インクの例は、ＤｕＰｏｎｔからの５０００シリー
ズ群である。より詳細には、ＤｕＰｏｎｔから入手可能な５０６４銀インクである。
【００４３】
　用いられるインクは、ナノインク（すなわち、液体ビヒクル中に分散される工学的に加
工された（ｅｎｇｉｎｅｅｒｅｄ）ナノ粒子）であってもよいことがさらに考慮される。
ナノ粒子は、銀、銅、金、グラファイト、炭素などで作製されてもよい。ナノインクは、
本明細書に記載の方法のうちのいずれかでキャリアに適用されてもよい。好ましくは、ナ
ノインクは、インクジェットプリンタ（すなわち圧電インクジェットプリンタ）を用いて
適用されてもよい。ユーザは、コンピュータに電極構成を入力し、電極構成を実質的にリ
アルタイムで印刷することができることが考慮される。ナノインクは、低温で適用されて
もよい。ナノインクは、摂氏約２００度以下、摂氏約１５０度以下、又は摂氏約１２５度
以下（すなわち摂氏約１００度未満）の温度で適用されてもよい。ナノインクは、約１２
０分以下、約６０分以下、約４５分以下（すなわち約３０分から１分までの間）で硬化さ
れてもよい。ナノインクは、摂氏約１０度から摂氏約５００度までの間、摂氏約２５度か
ら摂氏約４５０度までの間、摂氏約５０度から摂氏約４００度までの間（すなわち摂氏約
１００度から摂氏約３５０度までの間）の温度で硬化されてもよい。
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【００４４】
　ナノインクの使用は、電極、トレース、フィンガ、分岐、導電層、又はこれらの組合せ
を形成するためにユーザがスクリーンを作製することなく又はスクリーンを用いることな
くキャリア上に印刷することを可能にしてもよい。印刷プロセスは、スクリーンがなくて
もよい。ナノインクは、水ベースのインク、溶媒（すなわち、アルコール）ベースのイン
クなどであってもよい。適切なナノインクは、可撓性基板上に印刷されたときに良好な可
撓性を呈してもよい。ナノインクはまた、剛性の媒体上に印刷されてもよい。
【００４５】
　ナノインクは、従来のインクよりも薄い層として印刷されてもよい。ナノインクは、約
５．０ｍｍ以下、約２．０ミクロン以下、約０．１ミクロン以下、又はさらには約０．０
２ミクロン以下の厚さ（すなわち、約１．５ミクロンから０．２ミクロンまでの間の厚さ
）を有してもよい。
【００４６】
　電気的機能層の一部として用いられる１つの特に好ましい材料はナノインクである。適
切なナノインクは、厚さ０．４ミクロンにおいて約５ｍΩ／ｓｑから約２０００ｍΩ／ｓ
ｑまでの間、約２０ｍΩ／ｓｑから約１５００ｍΩ／ｓｑまでの間、約５０ｍΩ／ｓｑか
ら約１２００ｍΩ／ｓｑまでの間（すなわち約７５ｍΩ／ｓｑから約１０００ｍΩ／ｓｑ
までの間）のシート抵抗性を有してもよい。適切なナノインクは、約１ｍΩ*ｃｍから約
２００ｍΩ*ｃｍまでの間、約２ｍΩ*ｃｍから約１５０ｍΩ*ｃｍまでの間、約３ｍΩ*ｃ
ｍから約１００ｍΩ*ｃｍまでの間（すなわち約４ｍΩ*ｃｍから約８０ｍΩ*ｃｍまでの
間）のバルク抵抗性を有してもよい。適切なナノインクは、摂氏２５度において約１０ｍ
Ｎ／ｍから約１００ｍＮ／ｍまでの間、約２０ｍＮ／ｍから約７５ｍＮ／ｍまでの間、約
２５ｍＮ／ｍから約５０ｍＮ／ｍまでの間（すなわち約３１ｍＮ／ｍから約３３ｍＮ／ｍ
までの間）の表面張力を有してもよい。適切なナノインクは、約０．５ｇ／ｍｌから約５
．０ｇ／ｍｌまでの間、約１．０ｇ／ｍｌから約３．０ｇ／ｍｌまでの間、約１．１ｇ／
ｍｌから約２．０ｇ．ｍｌ（すなわち約１．２３ｇ／ｍｌから約１．２４ｇ／ｍｌ）まで
の間の密度を有してもよい。適切なナノインクは、約０．０１μｍから約５．０μｍまで
の間、約０．１μｍから約２．０μｍまでの間、約０．２μｍから約１．０μｍまでの間
（すなわち約０．３μｍから約０．５μｍまでの間）の、１インチにつき５００ドット（
ｄｐｉ）で焼付け印刷された厚さ（ｆｉｒｅｄ　ｐｒｉｎｔ　ｔｈｉｃｋｎｅｓｓ）を有
してもよい。
【００４７】
　適切なナノインクは、摂氏２２度で試験したときに約５ｃＰから約１００ｃＰまでの間
、約７ｃＰから約５０ｃＰまでの間、又は約１０ｃＰから約２０ｃＰまでの間（例えば、
約１１ｃＰから約１５ｃＰまでの間）の粘度を有してもよい。ナノインクは、約５重量パ
ーセントから約１００重量パーセントまでの間、約１０重量パーセントから約５０重量パ
ーセントまでの間、約１５重量パーセントから約３０重量パーセントまでの間（例えば、
約１９重量パーセントから約２１重量パーセント）の銀固体担持特性（ｌｏａｄｉｎｇ　
ｐｒｏｐｅｒｔｙ）を有してもよい。用いられてもよい市販のナノインクの例は、Ｃａｂ
ｏｔから入手可能なＣＣＩ－３００である。
【００４８】
　ヒータは第２の電気的機能層を含む。ヒータは、キャリア上に第２の電気的機能層を含
んでもよい。第２の電気的機能層は、第１の電気的機能層の一部の上に又は下に適用され
てもよい。第２の電気的機能層は、第１の電気的機能層を完全に覆ってもよい。第２の電
気的機能層は第１の電気的機能層と部分的に重なってもよい。好ましくは、第２の電気的
機能層は、第１の電気的機能層及びキャリアの大部分の上に適用されるであろう（例えば
、第２の電気的機能層は、第１の導電層の正の区域、第１の導電層の負の区域、キャリア
の区域、３つすべて、又はこれらの組合せに触れるであろう）。第２の電気的機能層は、
導電材料又は抵抗材料であってもよい。好ましくは、第２の電気的機能層は抵抗材料とな
るであろう。第２の電気的機能層は正の温度係数の材料であってもよい。第２の電気的機
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能層材料（例えば、導電材料又は抵抗材料）は、第１の電気的機能層と類似した形態で提
供されてもよい。これは、炭素粒子（例えば、天然炭素、石油炭素、炭素フレーク、グラ
ファイトなど）、添加剤（例えば、消泡剤、泡立ち防止剤（ａｎｔｉ－ｆｌｏｔｈ）、接
着剤、難燃剤など）、フィラー（例えば、粘土、二酸化チタンなど）、溶媒（例えば、ア
ルコールベースの溶媒、エタノールベースの溶媒など）、又はこれらの組合せと混合され
たコポリマーバインダで作製されてもよい。好ましくは、第２の電気的機能層は、ＰＴＣ
インク、例えば、ＤｕＰｏｎｔ７２８２群のインクで作製されてもよい。第１の電気的機
能層及び第２の電気的機能層は、それらが抵抗材料によって電気的にブリッジされる電極
構造体（例えばバス構造体）を形成するような方法で適用されてもよい。好ましくは、第
１の導電層は、２つ以上の個別の電極構造体を形成するであろう。正極は、キャリアの内
部にあってもよい。好ましくは、正極は、キャリアの外縁にあってもよい。負極は、キャ
リアの外縁にあってもよい。好ましくは、負極は、キャリアの内部にあってもよい。好ま
しくは、第２の導電層は、正極及び負極に接触するブリッジを形成するであろう。より好
ましくは、第２の電気的層は、電極とフィンガとの間に交互に抵抗領域とギャップ（すな
わち、第２の電気的機能層を含まない領域）をもつ、一般に格子パターンで適用されても
よい。第２の導電層は、正極と負極との間のキャリアに接触してもよい。第２の導電層は
、キャリアとの接触がなくてもよい（すなわち、第２の導電層は、第１の導電層にのみ接
触してもよく、第２の導電層とキャリアとの間に空隙が存在してもよい）。
【００４９】
　電気的機能層の一部として用いられる１つの特に好ましい材料は、正の温度係数の炭素
抵抗器である。適切な正の温度係数の材料は、厚さ約７～１０ミクロンにおいて約１ＫΩ
／ｓｑから約１００ＫΩ／ｓｑまでの間、約５ＫΩ／ｓｑから約５０ＫΩ／ｓｑまでの間
、約１０ＫΩ／ｓｑから約２５ＫΩ／ｓｑまでの間（すなわち、約１２ＫΩ／ｓｑから約
１５ＫΩ／ｓｑ）のシート抵抗性を有してもよい。適切な正の温度係数の材料は、摂氏２
５から１２５度までの間で約１０，０００ｐｐｍ／℃以上、約１５，０００ｐｐｍ／℃以
上、又は約２０，０００ｐｐｍ／℃以上（すなわち約２５，０００ｐｐｍ／℃よりも大き
い）の抵抗の温度係数（ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　ｏｆ　ｒｅ
ｓｉｓｔａｎｃｅ）（ＴＣＲ）を有してもよい。適切な正の温度係数の材料は、接着／テ
ープ引張（３Ｍスコッチテープ＃６００）（Ａｄｈｅｓｉｏｎ／Ｔａｐｅ　Ｐｕｌｌ（３
Ｍ　Ｓｃｏｔｃｈ　Ｔａｐｅ　＃６００））によって測定した場合に材料の移動に対する
高い抵抗を有してもよい（すなわち材料を移動させない）。適切な正の温度係数の材料は
、摂氏２５度、１０ｒｐｍで＃７スピンドル及びＵＣと共にＢｒｏｏｋｓｆｉｅｌｄ　Ｒ
ＶＴを用いて試験したときに、約５Ｐａ．Ｓから約１５０Ｐａ．Ｓまでの間、約１０Ｐａ
．Ｓから約１００Ｐａ．Ｓまでの間、及び約１３Ｐａ．Ｓから約８５Ｐａ．Ｓまでの間（
例えば、約１５Ｐａ．Ｓから約７０Ｐａ．Ｓまでの間）の粘度を有してもよい。
【００５０】
　電気端子は、１つ又は複数の電極に取り付けられてもよい。電気端子の取付場所は、電
極上のどこかであってもよい。１つ又は複数の電極は、如何なる画定された端もなくても
よい連続する包囲バンド構造を含むように形成されてもよい。電極は、連続するバンドで
はなくてもよく、画定された端を含んでもよい。電極は、接合部、コネクタ、交差路、交
差点、又はこれらの組合せを含んでもよい。電極は、如何なる中断もなくてもよく、連続
するであろう。電極は、接合部、コネクタ、交差路、交差点、又はこれらの組合せがなく
てもよい。有利には、こうした構造体は、それぞれがそれ自身の幾何学的制約及び設置上
の制約を有する複数の異なるシートに用いるためのヒータの素早い適応を可能にする。ヒ
ータは、したがって、電極の幾何学的形状への修正なしに広範囲の異なるシートに適応可
能な、一般にユニバーサルプラットフォームとして用いることができる。電極は、電極が
壊れていない状態にとどまるように、キャリアの機能部のうちのいずれかの周りに延びる
、連続するバンドを形成してもよい。正極は、キャリアの外縁及び／又は内縁上の機能部
のうちの幾つか又はすべてを十分に又は部分的に囲んでもよい。負極は、キャリアの内縁
及び／又は外縁上の機能部のうちの幾つか又はすべてを十分に又は部分的に囲んでもよい
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。例えば、正極及び／又は負極は、キャリアの外縁の形状に従い、次いで外スリットがキ
ャリアの中に延びる際に外スリットの形状に従い、次いで外スリットの形状に従って外縁
に戻ってもよい。
【００５１】
　ヒータは、キャリア上に１つ又は複数の第３の層を含んでもよい。第３の層は、電気的
機能層の上部、電気的機能層とは反対側のキャリアの側部、又はこの両方に配置されても
よい。第１の電気的機能層及び第２の電気的機能層とは対照的に、第３の層は、一般に保
護層であり、誘電特性を有してもよい。第３の層は、キャリアの全領域又はこの一部のみ
に適用されてもよい。第３の層は、第１の電気的機能層と第２の電気的機能層との両方の
上に適用されてもよい。第３の層は第４の層に取り付けられてもよい。第３の層は第４の
層に取り付けられなくてもよい。第３の層は第５の層に取り付けられてもよい。第３の層
は、二重被覆フィルム（すなわち、キャリアの両側に接着剤を有し、接着剤の一方の側部
は、除去可能なバッキング材料によって覆われる）であってもよい。第３の層は、片側に
のみ接着剤を有してもよい。好ましくは、第３の層は、少なくとも片側に接着剤を有する
。第３の層は、第１の電気的機能層及び第２の電気的機能層を環境条件（例えば、車両に
おいて見られる土、液体、又は他の共通の物体）から保護してもよい。好ましくは、第３
の保護層は、水分及び湿気に耐えるように選択されてもよい。したがって、第３の層は、
水分不透過性であってもよい。第３の保護層はまた、湾曲面を保護することができるよう
に湾曲面に良好に適合してもよい。第３の層は、フィルム、ホイル、テキスタイル、コー
ティング、シート、又はあらゆる組合せであってもよい。第３の層は、少なくとも部分的
に透明であってもよく、少なくとも部分的に不透明であってもよく、完全に不透明であっ
てもよく、又はこれらの組合せであってもよい。第３の層は、約１００ミクロン以下、７
５ミクロン以下、６０ミクロン以下の厚さ（すなわち約５０ミクロンから約２５ミクロン
までの間の厚さ）を有してもよい。第３の層は、アクリル接着剤で片側又は両側が被覆さ
れ又は被覆されなくてもよいポリマーフィルム（例えば、ポリエステル又はポリウレタン
）で作製されてもよい。第３の層は、キャリアに糊付けされ、ラミネートされ、テープで
取り付けられ（すなわち、ヒートラミネートされ）てもよい。好ましくは、第３の層は、
Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ製のＡＲＣｌａｄ８３５０で作製されるであろう。
【００５２】
　ヒータは、１つ又は複数の第４の層を含んでもよい。第４の層は、キャリア、第１の導
電層、第２の電気的層、第３の層、又はこれらの組合せの一部及び／又はすべてを覆って
もよい。ヒータは、第４の層がなくてもよい。ヒータは、第３の層が片面接着剤層である
ときに第４の層を含んでもよい。第４の層は、接着剤層（例えば、糊、ペースト、スプレ
ー式接着剤、接着剤フィルム、剥がして貼る式（ｐｅｅｌ　ａｎｄ　ｓｔｉｃｋ）、フッ
ク・ループなど）であってもよい。好ましくは、第４の層は、剥がして貼るフィルムであ
ってもよい。第５の層をキャリアに取り付けるために第４の層が用いられてもよい。第４
の層は、第５の層が必要とされないようにキャリアをトリム層の下側に直接取り付けても
よい（すなわち、キャリアは、トリム層上に糊付けされてもよい）。第４の層は、ヒータ
をクッションに直接取り付けてもよい。第４の層は、キャリアのいずれかの側部又はキャ
リアの両方の側部に適用されてもよい。第４の層は、本明細書に記載のあらゆる他の層の
上でキャリアに適用され、キャリアをクッションに接着してもよい。例えば、ヒータが形
成されると、第４の層は、ヒータに適用され、次いで、クッションに取り付けられてもよ
い。第４の層は、あらゆる他の層の間に適用される接着剤層であってもよい。
【００５３】
　ヒータは、キャリア上に１つ又は複数の第５の層を含んでもよい。第５の層は、電気的
機能層の上部、電気的機能層とは反対側のキャリアの側部、又はこの両方にあってもよい
。好ましくは、第５の層は、少なくともキャリアの印刷されない側を覆う。第１の電気的
機能層及び第２の電気的機能層とは対照的に、第５の層は、一般に保護層であり、誘電特
性を有してもよい。一般に、第５の層が用いられる場合、これは第４の層によってキャリ
アに取り付けられる。随意的に、第３の層が用いられる場合、第５の層は第３の層を覆っ
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てもよく、第３の層は第５の層をキャリアに取り付けてもよい。第３の層が用いられない
場合、第５の層は、第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこの両方を直接覆っ
てもよい。第４の層は、片面だけに接着剤を含む第３の層が用いられるときに第５の層を
取り付けるのに用いられてもよい。好ましくは、第５の層は、キャリアの全領域を覆うで
あろう。第５の層は、他の層の一部のみを覆ってもよい。第３の層、第４の層、第５の層
、３つのすべて、又はこれらの組合せの少なくとも一部は、電極及び電気接続部のみを覆
ってもよい。第５の層は、キャリアとキャリア上に配置された任意の層を挟んでもよい。
挟持するための第５の層の使用は随意的なものである。第５の層は、キャリアを覆うのに
適した任意の材料で作製されてもよい。好ましくは、第５の層は、低密度ファブリックで
作製されてもよい。第５の層は、約０．６ｇ／ｃｍ3以下、約０．４ｇ／ｃｍ3以下、約０
．２ｇ／ｃｍ3以下、又はさらには約０．１０ｇ／ｃｍ3以下（すなわち、約０．１５ｇ／
ｃｍ3～約０．０４ｇ／ｃｍ3）のバルク密度を有してもよい。第５の層は、フィルム、ホ
イル、テキスタイル、コーティング、シート、又はあらゆる組合せであってもよい。第５
の層は、少なくとも部分的に透明、少なくとも部分的に不透明、又はこの両方であっても
よい。好ましくは、第５の層は、実質的に不透明となるであろう。例えば、第５の層は、
ポリエステル、フリース、ポリプロピレン、レーヨン、ナイロン、ウール、麻、綿、これ
らのあらゆる組合せなどのような織られた材料又は不織材料で作製されてもよい。第５の
層は、通気性又は通気性でない材料であってもよい。好ましくは、第５の層は、通気性ポ
リエステルである。第５の層は、キャリアのいずれかの側に適用されてもよい。第５の層
は、キャリアの印刷される側部に取り付けられてもよい。好ましくは、第５の層は、キャ
リアの印刷されない側に取り付けられる。好ましくは、第５の層が用いられる場合、第５
の層は、キャリアの、少なくともクッションの上部に面する側（すなわちスクリーン印刷
される側）に適用されるであろう。
【００５４】
　ヒータは、空気がヒータを通り抜けることを可能にする機能部を収容してもよい。これ
らの機能部は、空気がヒータを通り抜けることを可能にする任意のヒータ構成であっても
よい。これらの機能部は、切取部、外スリット、内スリット、空隙、孔、キャリア構成、
円形の穴など、又はこれらの組合せであってもよい。本明細書に記載のヒータは、１つの
機能部を含んでもよい。ヒータは、複数の機能部を含んでもよい。好ましくは、ヒータは
、約４から２０個までの間の機能部、より好ましくは約６から１６個までの間の機能部、
最も好ましくは約８から１２個までの間の機能部を含んでもよい。これらの機能部はキャ
リアの中にだけ含まれてもよい。例えば、キャリアは、機能部を含んでもよく、キャリア
は、機能部を含む唯一の層であってもよい（すなわち、第３の層、第４の層、第５の層、
又はこれらの組合せは、機能部がなくてもよい）。これらの機能部は、すべての層を貫通
してもよい。例えば、キャリア、第１の層、第２の層、第３の層、第４の層、及び第５の
層は、それらが重なる且つ空気が通り抜けることを可能にするように、それぞれ整合機能
部を含んでもよい。好ましくは、層の組合せは、１つ又は複数の機能部を含む。例えば、
キャリア及び第４の層は、重なる機能部を含んでもよく、第５の層は、機能部がなくても
よい。別の例では、キャリア、第３の層、及び第４の層は、重なる機能部を含んでもよく
、第５の層は、機能部がなくてもよい。機能部は、キャリア、第１の層、第２の層、第３
の層、第４の層、第５の層、第６の層、又はこれらの組合せの中に配置されてもよい。好
ましくは、機能部のない層は、少なくとも他の層の機能部に隣接する領域において通気性
となるであろう。機能部は、１つ又は複数の層の中の（すなわち完全に内部の）穴であっ
てもよい。機能部は、拡大された部分を含む内スリット又は外スリットであってもよい。
例えば、１つの可能な機能部は、空気が主として穴を通り抜けるが縁から穴につながるス
リットも通り抜けてもよいように、端に円形の穴をもつスリットであってもよい。ヒータ
は、座席システムがファン、ブロワ、エアムーバ、熱電デバイス、ペルチェデバイス、又
はこれらの組合せを含まないときに、１つ又は複数の機能部を含んでもよい。好ましくは
、ヒータは、車両シートを加熱する及び／又は冷却するためにヒータがファン、ブロワ、
エアムーバ、熱電デバイス、ペルチェデバイス、又はこれらの組合せと併せて用いられる
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ときに、１つ又は複数の機能部を含む。
【００５５】
　ヒータは、トリム層（すなわち第６の層）によって覆われてもよい。トリム層は、第１
の電気的機能層、第２の電気的機能層、第３の層、第４の層、第５の層、又はこれらの組
合せを覆ってもよい。トリム層は、複数の内部層を含んでもよい。トリム層は、クロス、
皮革、合成皮革、ビニルなどで作製された上部層を含んでもよい。トリム層は、プラスパ
ッド又はプラッシュパッド（発泡体、ポリエステルスポンジ、織られた又は織られていな
い詰め物、網状発泡体、スペーサ層と同じ材料、又はこれらの組合せで作製され、トリム
層に取り付けられてもよいパッド）、スクリム層、発泡体層、又はこれらの組合せを含ん
でもよい。ヒータは、トリム層のすべての層の下に配置されてもよい。ヒータは、トリム
層の層間（すなわち、上部層とプラッシュパッド、スクリム層、発泡体層、又はこれらの
組合せの間）に配置されてもよい。ヒータは、トリム層の１つ又は複数の層に糊付けされ
、及び／又はテープで取り付けられ（すなわち、上部層、プラッシュパッド、スクリム層
、発泡体層、又はこれらの組合せに糊付けされ）てもよい。１つの態様では、トリム層は
、シートの中でエアムーバを用いることによって空気がこれを通り抜けることができるよ
うに、穿孔されてもよい。理解されるように、こうした状況において、好ましくは、ヒー
タは、空気が穿孔、スリット、切取部、孔、又は他の開口部のいずれかからヒータを通り
抜けることを可能にする構成を有するであろう。好ましくは、ヒータは、クッションの上
部（すなわち発泡体バン）に及びバックレストクッション（すなわちバックバン）の前に
配置される。好ましくは、クッションは、ヒータが視界から隠れるようにトリム層によっ
て覆われる。
【００５６】
　シートの１つ又は複数のクッションは、通気、強制冷却、強制加熱、又はこれらの組合
せを含んでもよい。シートは、空気がユーザに吹きつけてもよいように又は空気がユーザ
から引き離されてもよいように、１つ又は複数のクッションに流体接続される１つ又は複
数のエアムーバ（すなわち、ブロワ）を含んでもよい。１つ又は複数のエアムーバは、加
熱装置、冷却デバイス、又はこの両方（すなわち熱電デバイス（ＴＥＤ））を含んでもよ
い。ＴＥＤは、ユーザに吹きつけられる空気を加熱する及び／又は空気を冷却するのに用
いられてもよい。エアムーバ及びＴＥＤは、多くの異なる構成でシートの中におかれても
よい。例えば、ＴＥＤ及び／又はエアムーバは、米国特許第ＲＥ３８，１２８号、第４，
９２３，２４８号、第５，６２６，０２１号、第６，１６４，７１９号、第６，４３９，
６５８号、第６，６１９，７３６号、第６，６２９，７２４号、第６，６７６，２０７号
、第６，８４０，５７６号、第６，８５７，６９７号、第６，８６９，１３９号、第６，
８６９，１４０号、第６，９７６，７３４号、第７，０４０，７１０号、第７，０８３，
２２７号、第７，１００，９７８号、第７，２１３，８７６号、第７，３０１，４４１号
、第７，３３８，１１７号、第７，３５６，９１２号、第７，４７５，９３８号、第７，
５０６，９３８号、第７，５１０，２３９号、第７，５８７，９０１号、第７，６１８，
０８９号、及び第７，６３７，５６９号、又は米国特許出願公開第２００９－０２１８８
５５号のいずれかで説明される任意の様態で用いられてもよい。ヒータは、ヒータがブロ
ワからの流体移動を制約しないように１つ又は複数のクッション上に位置決めされてもよ
い。ＴＥＤとヒータとの両方は、同時に熱を生じてもよいが、しかしながら、ＴＥＤ又は
ヒータは別々に用いられてもよいことが考慮される。ヒータは、ＴＥＤの代わりに強制加
熱システムにおいて熱を生じるのに用いられてもよい。ユーザを冷やすのにＴＥＤが用い
られるときには、ヒータは、好ましくは用いられなくてもよい。エアムーバ及びＴＥＤは
、空気が均等に及び一貫してユーザに向けられてもよいように、本明細書で開示されたイ
ンサートと併せて用いられてもよい。
【００５７】
　キャリアは、１つ又は複数の導電体（すなわち絶縁材によって被覆された銅線）に取り
付けられてもよい。好ましくは、少なくとも２つの導電体がキャリアに取り付けられても
よい。３、４、５、６、７、８、９、１０個以上の導電体がキャリアに取り付けられても
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よいことが考慮される。好ましくは、導電体は、電気端子を介してキャリアに取り付けら
れ、端子を形成する。好ましくは、電気端子は、バッキングプレート、及び／又は取付部
を含んでもよい。電気端子は、バッキングプレートがなくてもよい。導電体は、電流が導
電体を通して第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこの両方に流れることを可
能にするであろう任意の方法によってキャリアに取り付けられてもよい。例えば、導電体
は、リベット、はんだ、溶接（例えば、超音波、レーザなど）導電グルー又は接着剤など
、若しくはこれらの組合せによって取り付けられてもよい。導電体は、任意の機械的締結
に加えて又は機械的ファスナの代わりに結合が用いられるようにキャリアに取り付けられ
てもよい。例えば、結合は、化学結合、金属結合、又はこの両方であってもよい。取り付
けは、超音波溶接、レーザ溶接、又はこの両方のような溶接によって達成されてもよい。
現在入手可能な超音波溶接機の幾つかの例は、Ｓｔａｐｌａ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃｓ　
Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ又はＤｕｋａｎｅ　Ｃｏｍｐａｎｙ製のものである。
【００５８】
　超音波溶接は、キャリアが損傷されないように十分に低い温度で行われてもよい。超音
波溶接は、外部熱源の付加なしに行われてもよい（すなわち、生じる唯一の熱は、超音波
溶接機の圧力及び振動からのものである）。したがって、ベース材料は加熱され（すなわ
ち温められ）てもよいが、キャリアの物理的特性が変化する（例えば、溶解される、歪め
られる、損傷されるなど）ほどの高い温度ではない。超音波溶接は、キャリアが損傷され
ず、導電体と第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこの両方だけが溶接される
（すなわち、溶解される、溶融される、結合されるなど）ように正確な場所に向けられて
もよい。溶接の深さは、ネスト（すなわちアンビル）及びソノトロード（すなわち、ホー
ン）によって導電体及びキャリアに適用される圧力の量を調整することによって制御され
てもよい。約６，０００Ｎ／ｍ2から約３５０，０００Ｎ／ｍ2までの圧力が適用されても
よい。好ましくは、約１３，０００Ｎ／ｍ2から約１７０，０００Ｎ／ｍ2までの圧力が適
用されてもよい。より好ましくは、約２０，０００Ｎ／ｍ2から約３５，０００Ｎ／ｍ2ま
での圧力が適用されてもよい。ソノトロードは、ネストと直角な（すなわち、垂直な）関
係で用いられてもよい。ソノトロードは、ネストと実質的に平行な関係で用いられてもよ
い。ソノトロードとネストとの関係性が、超音波振動の方向及び溶接の深さを制御しても
よい。例えば、ソノトロードとアンビルが概して互いに平行であってもよいときに、超音
波振動は、同一平面（すなわち垂直振動）に沿うであろう。ソノトロードとアンビルは、
互いに直角な関係であり、超音波振動は、ソノトロードに平行であり且つネストと垂直（
すなわち、水平振動）であってもよい。
【００５９】
　溶接の深さはまた、周波数を調整することによって制御されてもよい。導電体をキャリ
アに取り付けるために約５ｋＨｚから約１５０ｋＨｚまでの間の周波数が用いられてもよ
い。好ましくは、導電体をキャリアに取り付けるために約１５ｋＨｚから約７０ｋＨｚま
での間の周波数が用いられてもよい。より好ましくは、導電体をキャリアに取り付けるた
めに約２０ｋＨｚから約４０ｋＨｚまでの間の周波数が用いられてもよい。好ましくは、
超音波溶接が用いられるときに、第１の電気的機能層のみ、第２の電気的機能層のみ、又
はこの両方が変形される（例えば、溶接される、溶解される、溶融される、結合されるな
ど、又はこれらの組合せ）。好ましくは、超音波溶接が用いられるときに、第１の電気的
機能層、第２の電気的機能層、導電体、又はこれらの組合せは、銅又は銅インクで作製さ
れる。しかしながら、超音波溶接は、他の金属材料が用いられる（すなわち、異なる材料
が用いられる（例えば銅及び銀））ときに導電体を第１の電気的機能層、第２の電気的機
能層、又はこの両方に接合するのに依然として用いられてもよい。本明細書に記載の超音
波技術は、プラスチック材料を一緒に溶接するのに用いられてもよい。例えば、ヒータは
、本明細書に記載の調節システムと共に用いられるバッグ又は壁に超音波で溶接されても
よく、バッグは、一緒に超音波で溶接されてもよく、又はヒータを別の製造物品に超音波
で溶接するのに用いられてもよい。これは、ヒータをバッグ、製造物品、又はこの両方に
結合するために、深さ、熱、周波数、圧力、又はこれらの組合せを調整するのに本明細書
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で説明される技術を用いることによって達成されてもよい。
【００６０】
　キャリアと導電体は、レーザ溶接を用いて接続されてもよい。レーザは、導電体がキャ
リアを損傷することなく第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこの両方に取り
付けられるように、キャリアを損傷することなく導電体を正確に溶解するのに用いられて
もよい。これは、レーザがキャリアの表面（すなわち、第１の電気的機能層、第２の電気
的機能層、又はこの両方）のみを処理し、且つキャリア自体の中に貫入しないようにレー
ザビームのエネルギーレベルを制御することによって達成されてもよい。レーザの焦点は
、貫入深さが減少するように調整されてもよい。レーザの焦点は、レーザがキャリアに貫
入しないように調整されてもよい。しかしながら、レーザの深さは、キャリアがバッグ又
は他の製造物品に結合され又は取り付けられてもよいようにさらにキャリアの中に調整さ
れてもよい。レーザは、キャリアが過熱しないようにパルス化されてもよい。レーザの角
度は、レーザがキャリアの中に真下（すなわち、９０度）に貫入しないように調整されて
もよい（すなわち、約１０度の角度、約２０度の角度、約４５度の角度、又は約６０度の
角度がつけられる）。
【００６１】
　導電体は、はんだによって接続されてもよい。第１の電気的機能層、第２の電気的機能
層、又はこの両方をもたらすために、はんだできるインクが用いられてもよい（例えば、
ＤｕＰｏｎｔ製のＣＢ２３０が用いられてもよい）。導電体と第１の導電層、第２の導電
層、又はこの両方は、キャリア上に一緒にはんだ付けされてもよい。はんだできるインク
の使用は、キャリアを損傷することなく導電体の接続を可能にしてもよい。導電体と第１
の導電層、第２の導電層、又はこの両方は、あらゆる他の材料の付加なしに接続されても
よいことが考慮される。
【００６２】
　溶接接合部及び／又ははんだ接合部（すなわち接合部）は、コネクタが第１の導電層、
第２の導電層、又はこの両方に取り付けられるときに形成されてもよい。接合部は、約１
０ミクロンから約１０００ミクロン、約３５ミクロンから約５００ミクロン、約５０ミク
ロンから約２００ミクロン、又は約６５ミクロンから約１５０ミクロンまでの間の深さを
有してもよい。本明細書で用いられる場合の接合部の深さは、第１の電気的機能層の厚さ
、第２の電気的機能層の厚さ、及び電気コネクタの厚さ（及びキャリアのあらゆる偶発的
な変形）を含む。
【００６３】
　接合部は、超音波溶接、レーザ溶接、はんだ付け、又はこれらの組合せが用いられると
きに類似の形状及びサイズであってもよい。しかしながら、接合部構造体のサイズ及び形
状は、超音波溶接、レーザ溶接、及び／又ははんだ付けの間で変化してもよい。１つ又は
複数の接合部は長くてもよい。１つ又は複数の接合部は短くてもよい。１つ又は複数の接
合部は、円形、卵形、四角形、直線形、曲線形、Ｊ字形、Ｘ字形、ドーナツ形、又はこれ
らの組合せを形成してもよい。好ましくは、１つ又は複数の接合部は比較的小さい表面積
を有することになるが、しかしながら、１つ又は複数の接合部は比較的大きい表面積であ
ってもよい。１つ又は複数の接合部は、隆起していてもよい（すなわち、第１の導電層、
第２の導電層、又はこの両方よりも上の高さ寸法を有する）。好ましくは、１つ又は複数
の接合部は、本明細書に記載の他の接続装置と比べたときに実質的に平坦となるであろう
。１つ又は複数の接合部は、接合部が導電体に近づくのに伴って変化する高さを有しても
よい。しかしながら、１つ又は複数の接合部は、実質的に一様な高さプロフィールを有し
てもよい。１つ又は複数の接合部は、約５ｃｍ以下、約２ｃｍ以下、約１．５ｃｍ以下、
約１．０ｃｍ以下、又はさらには約０．８ｍｍ以下の長さを有してもよい。１つ又は複数
の接合部は、約１ｃｍ以下、約０．８ｍｍ以下、約０．５ｍｍ以下、又はさらには約０．
３ｍｍ以下の幅を有してもよい。１つ又は複数の接合部の高さは、約１ｍｍ以下、約０．
８ｍｍ以下、約０．５ｍｍ以下、又はさらには約０．１ｍｍ以下であってもよい。
【００６４】
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　好ましくは、導電体は、本明細書で説明される機械的ファスナによって取り付けられて
もよい。本発明の教示は、好ましくは、２部品機械的ファスナを採用する。機械的ファス
ナは、電気を伝導する任意の金属材料で作製されてもよい。機械的ファスナは、青銅又は
銅で作製されてもよい。好ましくは、機械的ファスナは青銅又は銅で作製され、銀でめっ
きされる。機械的ファスナは、リベットがなくてもよい。機械的ファスナは、別個の取付
装置がなくてもよい。機械的ファスナは、圧着されなくてもよい。
【００６５】
　取付部は、１つ又は複数のポスト及び把持部を含んでもよい。１つ又は複数のポスト（
すなわち、２つ、３つ、又は４つ）は、取付部の本体から延びてもよい。取付部のポスト
は、キャリアの通り穴の中におかれ、次いでバッキングプレートによって覆われてもよい
。取付部は、バッキングプレートを使用せずに取り付けを形成してもよい。バッキングプ
レートは、取付部のポストと概して位置合わせされる１つ又は複数の穴を含んでもよい（
すなわち、バッキングプレートは、取付部がポストを有するのと同じ数の穴を有してもよ
い）。ポストは、ポストがバッキングプレートの内部におかれると張り出され（ｆｌａｒ
ｅｄ）（例えば、曲げられ、平らにされ、キノコ形にされ）てもよい。バッキングプレー
トは、キャリアの印刷されない側にあってもよい。好ましくは、バッキングプレートは第
１の導電層と接触してもよい。取付部はキャリアの印刷される側にあってもよい。好まし
くは、取付部はキャリアの印刷されない側にある。
【００６６】
　把持部は導電体を把持してもよい。把持部は取付部に一体に固定されてもよい。好まし
くは、把持部は、取付部の、ポストとは反対側にあってもよい。把持部は、取付部の、ポ
ストと同じ側にあってもよい。把持部は、取付部の本体の突出部として延長されてもよい
。把持部及び導電体は、取付部の本体と実質的に平行であってもよい。把持部は、取付部
の本体の中程まで延びていてもよい。導電体は、取付部の本体と実質的に垂直であっても
よい。把持部は、取付部の本体の一部であってもよい。把持部は、導電体の金属部分（す
なわち、銅線）のみを把持してもよい。把持部は、導電体の金属部分と外側カバー（すな
わち、ワイヤ上のコーティング）との両方を把持してもよい。把持部は、カバーのみを把
持してもよく、電気接触が形成されてもよいようにコーティングに入る突起（例えば、切
れ目、スライス、割れ目、貫入部など）を有してもよい。ファスナは、キャリアに取り付
けられ、次いで導電体に取り付けられ、又はこの逆に取り付けられてもよい。導電体は、
把持部の中におかれてもよく、把持部は、閉鎖されてもよい（例えば、圧着される、閉じ
られる、金属接続部がプラスチックコーティングを通して銅線と強制的に接触させられる
、係止される、絡み合わされるなど）。
【００６７】
　シートを加熱するために採用される導電体は、典型的に１４、１６、１８、又は２０ゲ
ージの銅線又は電流を引き込むのに適した適切なワイヤゲージである。本発明の教示は、
ヒータの必要な電流を引き込むのに適した適切なワイヤゲージを用いてもよい。好ましく
は、本発明の教示は、ヒータに電力を供給するための１８ゲージ、２０ゲージワイヤ、２
２ゲージワイヤ、及びことによるとより一層小さいゲージワイヤを用いてもよい。本発明
の教示は、本発明の教示に付加される複数の設計革新のために性能を犠牲にすることなく
又はワイヤの故障率を増加させることなく、ワイヤのサイズを減少させてもよい。他の金
属の使用（例えば、銅線と組み合わされる銅インク）は、銅層を銅導体に又は銀層を銀導
体に融合させるための強化された能力並びに強化された性能（すなわち、低減した電流及
び／又は低減した表面接触抵抗）をもたらした。しかしながら、同じ結果は、異なる材料
（例えば、銅コネクタと銀層又はその逆）が用いられるときにも見受けられる場合がある
。電気接続は、取付部を形成するために基板又はキャリアの中に穴をあけるリベット又は
他の破壊性デバイスがなくてもよい。
【００６８】
　導電体は、低圧成形を用いて取り付けられてもよい。低圧成形は、導電体、機械的ファ
スナ、キャリア、第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、第３の層、第４の層、第５
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の層、又はこれらの組合せのすべて又は一部を実質的に包み込む任意の成形であってもよ
い。好ましくは、より低圧の成形は、導電体、機械的ファスナ、キャリア、第１の電気的
機能層、又はこれらの組合せのすべて又は一部を包み込む。低圧成形は、第２の電気的機
能層を包み込まなくてもよい。低圧成形は、超音波溶接、はんだ付け、レーザ溶接、機械
的ファスナ、ペースト、又はこれらの組合せのような本明細書に記載の他の取付機能部の
うちの１つ又は複数に加えて用いられてもよい。より低圧の成形は、超音波溶接、はんだ
付け、レーザ溶接、機械的ファスナ、ペースト、又はこれらの組合せのような本明細書に
記載の他の取付機能部の代わりに用いられてもよい。低圧成形は、結果的に導電体及びそ
のそれぞれの接続部分が低圧モールドによって実質的に閉じ込められることになる任意の
成形技術を採用してもよい。低圧モールドは、射出成形、インサート成形、アウトサート
成形、低圧射出成形、反応射出成形、樹脂トランスファー成形、ブロー成形、押出し、引
抜き、又はこれらの組合せであってもよい。好ましくは、モールドは、より低圧の射出成
形を用いて形成される。キャリア全体は、低圧モールドの中に包み込まれてもよい。好ま
しくは、実質的に端子と接続点のみが低圧モールドの中に包み込まれるであろう。
【００６９】
　低圧モールドは、端子、接続点、ワイヤハーネス、導電体、第１の電気的機能層、第２
の電気的機能層、又はこれらの組合せを包み込む任意の材料で作製されてもよい。低圧モ
ールドは、剛性の材料で作製されてもよい。好ましくは、低圧モールドは、可撓性材料で
作製されてもよい。低圧モールド材料は絶縁体であってもよい。低圧モールド材料は誘電
体材料であってもよい。低圧モールド材料は、流動する、溶解する、又はこの両方の可能
性がある任意の絶縁体材料又は誘電体材料であってもよい。低圧モールドは、プラスチッ
ク、樹脂、熱可塑性プラスチック、シリコン、ナイロン、ポリプロピレン、ポリエチレン
、スチレン、アクリロニトリルブタジエンスチレン（ＡＢＳ）、又はこれらの組合せで作
製されてもよい。低圧モールドは、キャリアの全面積の約５０パーセント以下、約４０パ
ーセント以下、約３０パーセント以下、好ましくは約２０パーセント以下、より好ましく
は約１０パーセント以下、又はさらにより好ましくは約５．０パーセント以下であるキャ
リアの面積を覆ってもよい。他のコンポーネントを含む低圧モールドは、約１０ｍｍ以下
、約８ｍｍ以下、好ましくは約６ｍｍ以下、又はさらには約４ｍｍ以下の厚さを有しても
よい。低圧モールドは、約１ｍｍ以上、約２ｍｍ以上、又は好ましくは約３ｍｍ以上の厚
さを有してもよい。低圧モールドは、約２０ｍｍ以上、約３０ｍｍ以上、約４０ｍｍ以上
、又は好ましくは約５０ｍｍ以上の幅を有してもよい。低圧モールドは、約２２０ｍｍ以
下、約１５０ｍｍ以下、約１００ｍｍ以下、又は好ましくは約７５ｍｍ以下（すなわち約
６０ｍｍ）の幅を有してもよい。低圧モールドは、約１０ｍｍ以上、約２０ｍｍ以上、又
は好ましくは約３０ｍｍ以上の長さを有してもよい。低圧モールドは、約３００ｍｍ以下
、約２００ｍｍ以下、約１００ｍｍ以下、又は好ましくは約５０ｍｍ以下の長さを有して
もよい。各キャリアは、各導電体接続点を覆う１つの大きい低圧モールドを有することが
考慮される。しかしながら、各導電体接続点は、それ自身の低圧モールドを含んでもよい
。例えば、２つの導電体接続点が存在する場合、キャリアは、２つの個別の低圧モールド
を有してもよい。低圧モールドは、低圧モールドの一部が咬合線の外に延びるように十分
に大きくてもよい。好ましくは、低圧モールドは、低圧モールド全体がシートの咬合線に
嵌め込まれるように任意の形状及びサイズであってもよい。例えば、低圧モールドは、低
圧モールドがシート上に載せられる又はこの逆にされる際に、バックによって完全に覆わ
れる。
【００７０】
　キャリアは、３つよりも多い側部、４つよりも多い側部、５つよりも多い側部、又はさ
らには６つよりも多い側部（例えば４つの側部）を含んでもよい。好ましくは、キャリア
は少なくとも４つの側部を含む。キャリアは、前縁、後縁、第１の側縁、及び第２の側縁
を含んでもよい。前縁と後縁は概して互いに平行であってもよい。第１の縁と第２の縁は
概して互いに平行であってもよい。前縁と後縁は互いに平行でなくてもよい（すなわち平
行でない側部）。第１の縁と第２の縁は互いに平行でなくてもよい（すなわち平行でない
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側部）。
【００７１】
　後縁、前縁、第１の側縁、第２の側縁、これらの組合せは、１つ又は複数の導電体及び
／又は電気端子を電極に取り付けることができ、且つヒータが動力を与えられてもよいよ
うに、１つ又は複数の電極を含んでもよい。電気端子及び／又は導電体の数は、電極の数
と等しくてもよい。好ましくは、電気端子、導電体、及び電極の数は等しい。好ましくは
、後縁は、２つの電気端子を含んでもよい。しかしながら、後縁は、３、４、５、又はさ
らには６つの電気端子を含んでもよい。後縁又は前縁は、１つ又は複数の端子（すなわち
、電気端子、導電体、又はこの両方が電極に取り付けられ、端子を形成する位置）を含ん
でもよい。１つ又は複数の端子は、後縁又は前縁に沿ったどこかに配置されてもよい。し
かしながら、１つ又は複数の端子は、第１の側縁、第２の側縁、又はこの両方に沿ったど
こかに配置されてもよい。１つ又は複数の端子は、好ましくは１つ又は複数の電極上に配
置される。１つよりも多い端子が用いられるとき、端子は互いに筋向かいに配置されなく
てもよい。好ましくは、端子は互いに隣接してもよい。端子、電気コネクタ、又はこの両
方は、第１の場所、第２の場所、又は第１の場所と第２の場所との間の任意の場所に配置
されてもよい。
【００７２】
　後縁、前縁、第１の側縁、第２の側縁、又はこれらの組合せは、直線状であり、曲線状
であり、縁全体に沿って平坦であり、縁全体に沿って変化し、又はこれらの組合せであっ
てもよい。第１の側縁と第２の側縁は、互いに（すなわち、第１の側縁及び第２の側縁に
沿った中間点から画定される軸線に沿って）鏡面対称であってもよい。第１の側縁と第２
の側縁は互いに異なっていてもよい。前縁と後縁は互いに鏡面対称であってもよい。前縁
と後縁は互いに異なっていてもよい。後縁、前縁、第１の側縁、第２の側縁、キャリアの
内部領域、又はこれらの組合せは、キャリアが屈曲し及び撓んでシートの形状に適合する
ことを可能にする切取部、スリット、突起、他の開口部、又はこれらの組合せを含んでも
よい。これらは、シートが使用中のときにヒータがユーザの形状に適合し且つユーザを暖
めてもよいようにキャリアがシートのトレンチに適合することを可能にしてもよい。それ
らは、ヒータが壊れない又は故障しないようにヒータが屈曲する及び撓むことを可能にし
てもよいことがさらに考慮される。第１の側縁及び第２の側縁は、収束ラインであっても
よい（すなわち、延長される場合にキャリアの一方の側部が交差する可能性がある角度を
なしてもよい）。前縁及び後縁は発散ラインであってもよい。前縁及び後縁は、概して平
行であってもよく、縁のうちの１つの平行でない部分を形成する可能性がある１つ又は複
数のローブを含んでもよい。
【００７３】
　後縁、前縁、又はこの両方は、反対側の縁の方に突き出る１つ又は複数の切取部を含ん
でもよい。前縁、後縁、又はこの両方は、それぞれ１、２、３、４、５、又はそれ以上の
切取部を含んでもよい。切取部は、前縁と後縁との両方の上に配置されてもよい。切取部
は、前縁のみ又は後縁のみの上に配置されてもよい。切取部は、後縁及び前縁上に対称に
配置されてもよい（すなわち、鏡面対称を呈するキャリアの前縁及び後縁の中間点から画
定される軸線）。切取部は、後縁及び前縁上に非対称に配置されてもよい（すなわち、鏡
面対称ではない）。切取部は、互いに真向かいに対向していなくてもよい。切取部は横方
向にオフセットされてもよい。切取部は、ヒータの一方の側部からヒータの他方の側部ま
で互い違いにされてもよい。切取部は、実質的に回転方向に対称であってもよい。切取部
は、任意の幾何学的形状（例えば、四角形、長方形、三角形、円形、半円形など）であっ
てもよい。切取部は、長さ及び幅を有してもよい。切取部の長さは、約１０ｍｍ以上、約
２０ｍｍ以上、約３０ｍｍ以上、約４０ｍｍ以上、又はさらには約５０ｍｍ以上であって
もよい。切取部の長さは、約１００ｍｍ以下、約８０ｍｍ以下、又は約７０ｍｍ以下であ
ってもよい。切取部の幅は、約１０ｍｍ以上、約２０ｍｍ以上、約３０ｍｍ以上、約４０
ｍｍ以上、又はさらには約５０ｍｍ以上であってもよい。切取部の幅は、約１００ｍｍ以
下、約８０ｍｍ以下、又は約７０ｍｍ以下であってもよい。切取部は、長さと幅との比を
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有してもよい。比は、約１：１以上、約１．５：１以上、約２：１以上、又は約２．５：
１以上であってもよい。１つ又は複数の切取部は、後縁に沿ったどこかに配置されてもよ
い。１つ又は複数の切取部は対称であってもよい。１つ又は複数の切取部は非対称であっ
てもよい。１つ又は複数の切取部が非対称である場合、切取部は、第１の長さ及び第２の
長さを有してもよい。１つ又は複数の切取部が非対称である場合、切取部は、第１の幅及
び第２の幅を有してもよい。幅及び長さ（すなわち、第１の、第２の、第３の．．．など
）の寸法は、長さ及び幅寸法のいずれかに関して本明細書で列挙される寸法に対応しても
よいことが考慮される。１つ又は複数の切取部は、第１の長さと第２の長さ及び第１の幅
と第２の幅の両方を有してもよい。切取部は、円形、半円形、この両方などであってもよ
く、半径は、約１ｍｍ以上、約５ｍｍ以上、約１５ｍｍ以上、及びさらには約３０ｍｍ以
上であってもよい。切取部は、角度をなしてもよい。切取部は、キャリアの縁又は端に対
して任意の角度をなしてもよい。切取部の側壁は、切取部の端壁に対して或る角度をなし
てもよい。切取部は、キャリアの側壁又は切取部の端壁から測定したとき約３０度以上、
約４５度以上、好ましくは約６０度以上、又はより好ましくは約７５度以上の角度をなし
てもよい。切取部は、キャリアの側壁又は切取部の端壁から測定したとき約１５０度以下
、好ましくは約１２０度以下、又はより好ましくは約１０５度以下の角度をなしてもよい
。最も好ましくは、切取部は、キャリアの側壁又は切取部の端壁から測定したとき実質的
に直角をなす。したがって、切取部は、すべてが実質的に直角、すべてが本明細書に記載
の角度、又は角度の組合せであってもよい。
【００７４】
　第１の側壁、第２の側壁、又はこの両方は、１つ又は複数の切取部を含んでもよい。第
１の側壁、第２の側壁、又はこの両方は、それぞれ１、２、３、４、５、又はそれ以上の
切取部を含んでもよい。切取部は、第１の側壁、第２の側壁、又はこの両方に沿った任意
の場所に配置されてもよい。切取部は、任意の幾何学的形状（例えば、四角形、長方形、
三角形、円形など）であってもよい。切取部は、長さ及び幅を有してもよい。切取部の長
さは、約３０ｍｍ以上、約５０ｍｍ以上、約７０ｍｍ以上、約８０ｍｍ以上、又はさらに
は約９０ｍｍ以上であってもよい。切取部の幅は、約３０ｍｍ以上、約５０ｍｍ以上、約
６０ｍｍ以上、約７０ｍｍ以上、約８０ｍｍ以上、又はさらには約９０ｍｍ以上であって
もよい。切取部は、長さと幅との比を有してもよい。比は、約１：１以上、約１．５：１
以上、約２：１以上、又は約２．５：１以上であってもよい。１つ又は複数の切取部は対
称であってもよい（すなわち、切取部の上縁及び下縁及び／又は側縁に沿った中間点から
画定される軸線であり、鏡面対称を呈してもよい）。１つ又は複数の切取部は非対称であ
ってもよい。１つ又は複数の切取部が非対称である場合、切取部は第１の長さ及び第２の
長さを有してもよい。１つ又は複数の切取部が非対称である場合、切取部は第１の幅及び
第２の幅を有してもよい。本明細書に記載の長さ及び幅は、長さ及び幅寸法に関して本明
細書で列挙される寸法に対応してもよいことが考慮される。１つ又は複数の切取部は、第
１の長さ及び第２の長さと第１の幅及び第２の幅の両方を有してもよい。
【００７５】
　好ましくは、第１の側壁及び第２の側壁は、シートのバン、シートのバックレスト、又
はこの両方におけるトレンチと位置合わせされる切取部を含んでもよい。本明細書に記載
の切取部は、キャリアの中に内部的に配置されてもよい（すなわち外壁に触れない）。内
部切取部は、本明細書で説明される外部切取部と同じ形状及びサイズであってもよい。ト
レンチと位置合わせされる切取部は、キャリアのネック部を形成してもよい。しかしなが
ら、切取部は、横方向にオフセットされ、ネック部を形成してもよい。
【００７６】
　ネック部は、ネックが取付装置によってトレンチの中に引っぱられてもよいように構成
されてもよい。取付装置は、ヒータをトレンチの中に引っぱり且つヒータをトレンチの中
に保持するための任意の適切な装置であってもよい。例えば、取付装置は、リスティング
ワイヤ、ホグリングワイヤ、フック・ループ取り付けなどであってもよい。トレンチは、
アンカー装置を含んでもよい。アンカー装置は、取付装置と接続し且つヒータをシートの
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トレンチの中に固定するための任意の適切な装置であってもよい。アンカー装置は、リス
ティングワイヤ、ホグリングワイヤ、フック・ループ（ｌｏｏｋ）取り付け、トレンチの
中に成形されたフックなどであってもよい。アンカー装置は、シートが形成されるときに
シート（すなわち、バン又はバックレスト）に一体化されてもよい。アンカー装置は、シ
ートが形成された後で付加されてもよい。加熱装置は、トレンチの中に引っぱられたとき
に、自身の中に折り畳まれてトレンチの外形に適合してもよい。しかしながら、ヒータは
、その電気特性を依然として維持するであろう。
【００７７】
　ネック部の幾つか又はすべては、抵抗材料のいずれもなくてもよい。電極構造体は、少
なくとも部分的にネック部の中に通されてトレンチ内に配置されることになるようにされ
てもよい。これに関して、トレンチ内に配置されるネック部のいずれかは、電極構造体の
少なくとも一部を含んでもよいが、トレンチの中で加熱が起こらないが電気伝導は起こる
ように抵抗材料がなくてもよい。ネック部は、第１の電気的機能層、第２の電気的機能層
、又はこの両方を含んでもよい。ネック部は、電力が印加されたときにネック部が熱くな
らないように、電気的機能層のうちの１つだけを含んでもよい。好ましくは、ネック部は
、第１の電気的機能層のみを含む。
【００７８】
　ネック部は、キャリアの全幅の約２／３以下、約１／２以下、又はさらには約１／３以
下である１つ又は複数の幅まで細くてもよい。ネック部分の幅は、キャリアからネック領
域に配置されたあらゆるスリット、切取部、又は空隙を引いた幅である。ネック部は、丸
みのある角部、折り畳みのための刻み目のある角部、応力を減らすための１つ又は複数の
スリットを含む角部、又はあらゆる組合せによって特徴付けられてもよい。
【００７９】
　第１の側壁、第２の側壁、前壁、後壁、又はこれらの組合せは、外スリットを含んでも
よい。第１の側壁、第２の側壁、前壁、後壁、又はこれらの組合せは、それぞれ少なくと
も１つの外スリットを含んでもよい。第１の側壁、第２の側壁、前壁、後壁、又はこれら
の組合せは、それぞれ１、２、３、４、５、又はそれ以上の外スリットを含んでもよい。
外スリットは、第１の側壁、第２の側壁、前壁、後壁、又はこれらの組合せに沿った任意
の場所に配置されてもよい。外スリットは、任意のサイズ及び形状（例えば、四角形、ジ
グザグ形、長方形、鉛筆形、Ｌ字形、Ｔ字形、Ｊ字形、Ｙ字形、Ｓ字形、Ｉ字形など）で
あってもよい。スリットは、キャリアの中に直線状又は対角線状に延びてもよい。スリッ
トは、そこから外スリットが延びる壁との関係性において任意の角度（例えば、約１５度
以上、約３０度以上、約４５度以上、約６０度以上、又はさらには約７５度以上）をなし
てキャリアの中に延びてもよい。スリットは、それが単なる切れ目であり（すなわち除去
されている材料がない）且つ切れ目の端に円形の穴が存在するように構成されてもよい。
外スリットは、長さ及び幅を有してもよい。外スリットの長さは、約１０ｍｍ以上、約３
０ｍｍ以上、約５０ｍｍ以上、約７０ｍｍ以上、又はさらには約９０ｍｍ以上であっても
よい。外スリットの幅は、約１ｍｍ以上、約５ｍｍ以上、約８ｍｍ以上、約１５ｍｍ以上
、又はさらには約２０ｍｍ以上であってもよい。外スリットは、長さと幅との比を有して
もよい。比は、約２：１以上、約５：１以上、約１０：１以上、又は約２０：１以上であ
ってもよい。円形の穴は、約１ｍｍ以上、約３ｍｍ以上、又はさらには約５ｍｍ以上の直
径を有してもよい。
【００８０】
　前壁、後壁、第１の側壁、及び第２の側壁は、キャリアの内部領域（例えば内部）を画
定する。このキャリアの内部は、空隙、孔、スリット、切れ目、これらの組合せ、又は内
部領域を画定する４つの壁のうちの１つに触れないあらゆる他のキャリア材料の欠如がな
くてもよい。キャリアの内部は、１つ又は複数の空隙、孔、スリット、切れ目、又はこれ
らの組合せを含んでもよい。好ましくは、キャリアは１つ又は複数の内スリットを含む。
キャリアは、少なくとも１つの内スリットを含んでもよい。キャリアは、１、２、３、４
、５、又はそれ以上の内スリットを含んでもよい。本明細書で説明されるように、内スリ
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ットは、前壁、後壁、第１の側壁、第２の側壁、又はそのあらゆる組合せと接触しない。
１つ又は複数の内スリットは任意の形状及びサイズであってもよい。１つ又は複数の内ス
リットは長く且つ薄くてもよい。内スリットは短く且つ太くてもよい。内スリットは直線
状であってもよい。内スリットは縦方向に走ってもよい。内スリットは横方向に走っても
よい。内スリットは曲線状であってもよい。内スリットは対角線状に走ってもよい。内ス
リットは、外スリットに関して本明細書で説明される任意の形状であってもよく、又はこ
の逆であってもよい。内スリットは長さ及び幅を有してもよい。スリットの長さは、約５
０ｍｍ以上、約１５０ｍｍ以上、約３００ｍｍ以上、約４５０ｍｍ以上、又はさらには約
６００ｍｍ以上であってもよい。スリットの長さは、約１００ｃｍ以下、約９０ｃｍ以下
、又はさらには約８０ｃｍ以下であってもよい。スリットの幅は、約１．０ｍｍ以上、約
３．０ｍｍ以上、約５．０ｍｍ以上、約７．０ｍｍ以上、又はさらには約１０．０ｍｍ以
上であってもよい。スリットの幅は、約５０ｍｍ以下、約４０ｍｍ以下、又は約２０ｍｍ
以下であってもよい。スリットは、長さと幅との比を有してもよい。長さと幅との比は、
約４：１以上、約１０：１以上、約５０：１以上、約１００：１以上、約５００：１以上
、又はさらには約１０００：１以上であってもよい。
【００８１】
　キャリアは、ヒータにわたる複数の異なる開口部幅を有する１つ又は複数の単一孔を含
んでもよい。単なる例として、１つ又は複数の内スリットは、それらが１つ又は複数の切
取部とつながって単一の孔を形成するように寸法設定されてもよい。内スリットは、切取
部の一方の側部から突き出てもよい。内スリットは、切取部の両方の側部から突き出ても
よい。外スリットは、切取部の一方の側部と接触してもよいことが考慮される。好ましく
は、外スリット及び切取部は接触する状態にならなくてもよい。スリット（例えば、内ス
リット又は外スリット）の幅は、スリットが切取部に近づくのに伴って変化してもよい（
例えば、より厚くなる又は薄くなる）。
【００８２】
　キャリアは、シートの咬合線と位置合わせされる切取部、内スリット、外スリット、空
隙、孔、キャリア構成などのうちの１つ又は複数を含んでもよい。２つの外スリットは、
電気端子がシートの咬合線の内部におかれるようにシートの咬合線と位置合わせされた状
態でおかれてもよい。キャリアは、シートの咬合線の中に延びなくてもよい。導電体だけ
が咬合線の中に延びてもよい（すなわち、キャリアは咬合線の中に入る手前で止まる）。
本明細書に記載の細いネック部は、細いネック部がトレンチと併せて用いられる場合と同
様に咬合線と位置合わせされた状態でおかれてもよいことが考慮される。
【００８３】
　キャリアに取り付けられる層（すなわち、第３の層、第４の層、第５の層、又は第６の
層）は、構成（例えば、内スリット、外スリット、切取部、穴、孔、又は本明細書に記載
の任意の他の構成）を含んでもよいことがさらに考慮される。一実施形態では、第３の層
は、構成を含んでもよく、第４の層及び第５の層は、構成を含まなくてもよく、又はこの
逆であってもよい。これらの構成は、キャリアの形状に関して鏡面対称であってもよい。
構成は、キャリアの一部に関して鏡面対称（すなわち、切取部を含むがスリットは含まな
い又はこの逆）であってもよい。キャリアに取り付けられる層は、構成（すなわち、内ス
リット、外スリット、切取部、穴、孔、又は本明細書に記載の任意の他の構成）がなくて
もよい。層は、キャリア上の場所から独立している場所におかれる構成（すなわち、スリ
ット、切取部、孔、空隙など）を有してもよい。好ましくは、層は、少なくとも１つの又
は複数の構成を含む。
【００８４】
　キャリアは、１つ又は複数のローブをさらに含んでもよい。１つ又は複数のローブは、
キャリアの外周上のどこかに配置されてもよい。ローブは、切取部及び内スリットに隣接
して配置されてもよい。ローブは、外スリットを含んでもよい。好ましくは、ローブは、
切取部又は外スリットに隣接して配置されるであろう。ローブは、電気的機能層を含んで
もよい。ローブは、電気的機能層がなくてもよい。ローブは１つ又は複数の電極を含んで
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もよく、又はローブは電極がなくてもよい。ローブは端子を含んでもよく、又はローブは
端子がなくてもよい。ローブは、キャリアがシート、トレンチ、外形、又はこれらの組合
せに適合するのを支援してもよい。ローブは、キャリア上に対称に配置されてもよい（す
なわち、キャリアの上縁及び下縁に沿った中間点から画定される軸線は鏡面対称を呈して
もよい）。好ましくは、ローブは、キャリア上に対称に配置されなくてもよい（すなわち
、キャリアの上縁及び下縁に沿った中間点から画定される軸線は鏡面対称を呈さなくても
よい）。
【００８５】
　本明細書で説明されるキャリアへの設計革新は、「フリーサイズ」であるキャリアが形
成されることを可能にしてもよいことが考慮される。言い換えれば、１つのキャリアが用
いられ、異なる座席構成に適用されてもよいことが考慮される。本教示のキャリアは、異
なるトレンチ構成及びサイズをもつシートに適合することができてもよい。例えば、本教
示のキャリアは、「Ｈ」形に構成されたトレンチをもつシートと共に用いられてもよく、
本教示のキャリアは、３つの平行なトレンチをもつシートと共に用いられてもよい。キャ
リアは、１つの水平トレンチ又は１つの垂直トレンチをもつシートと共に用いられてもよ
い。キャリアは、本教示のキャリアの適合性に起因して異なるサイズにされた座席クッシ
ョン及びバッキングクッションをもつシートと併せて用いられてもよい。さらに、端子は
、電極に沿ったどこかに配置されてもよく、したがって、各キャリアの形状及びサイズを
再設計する必要なしに各キャリアの或る個別化を提供する。端子及び／又は電気端子は電
極に沿って動かされてもよく、ヒータはその機能及び性能を維持してもよい。
【００８６】
　シートヒータは、乗員センサと併せて用いられてもよい。乗員センサは、ヒータと組み
合わされるあらゆるシート上に用いられてもよい。好ましくは、乗員センサは、乗客シー
ト上でのみ用いられてもよい。ヒータは、ヒータと乗員センサがシート上で位置合わせさ
れるように１つ又は複数のロケータを含んでもよい。ロケータは、ヒータと乗員センサが
位置合わせされるように任意の形状、サイズ、数量、又はこれらの組合せであってもよい
。キャリア上に２、３、４、５、又はさらには６つのロケータが存在していてもよい。好
ましくは、ロケータは、ヒータの縁上に配置されてもよい。ヒータは、乗員センサの下に
おかれてもよい。好ましくは、ヒータは、乗員センサの上に配置される。ロケータは、乗
員センサ上に印刷されたマーク及びヒータ上の整合マークの形態であってもよい。好まし
くは、ロケータは、ヒータの穴又は切取部と整合する乗員センサの穴又は切取部である。
ロケータは、乗員センサ、ヒータ、又はこの両方を製造物品（すなわちシート）に適正に
組み立てるために用いられてもよい。
【００８７】
　キャリアは、通気シート、強制冷却シート、強制加熱シート、又はこれらの組合せを含
むシートと併せて用いられてもよい。キャリアは、熱を分散させる及び／又は空気を冷却
するのにバッグ構成を用いる通気シート、強制冷却シート、強制加熱シート、又はこれら
の組合せのシートと共に用いられてもよい。バッグの一例は、参照により組み込まれる米
国特許第６，８６９，１４０号で例証される。ヒータは、バッグの上におかれてもよい。
ヒータは、バッグの下におかれてもよい。ヒータは、バッグの中におかれてもよい。ヒー
タは、流体がブロワから乗員に向かう途中で該流体を加熱するのに用いられてもよい。ヒ
ータは、バッグの一部を形成してもよい（すなわち、ヒータは、該ヒータがバッグの上面
を形成するように取り付けられてもよい）。バッグは、上面、底面、及び１つ又は複数の
接続壁を含んでもよい。ヒータは、溶接、糊付け、テーピング、接着などによってバッグ
に取り付けられてもよい。好ましくは、ヒータは、バッグが形成されるように１つ又は複
数の接続壁に超音波で溶接される。ヒータを他の表面に超音波で溶接し、これによりバッ
グを形成するために、本明細書に記載の超音波技術が用いられてもよい。好ましくは、ヒ
ータと他の表面は、同様の材料（すなわちプラスチック材料）で作製される。バッグは、
少なくとも３つの層を含んでもよい。少なくとも３つの層は、底部層、三次元スペーサ、
及び上部層を含んでもよい。上部層と底部層は、それらの間にスペーサがある状態で周辺
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部に沿って一緒に超音波で溶接されてもよい。上部層は、空気循環のための穴又は切取部
を収容してもよい。バッグは、エアムーバに取り付けられてもよい。ヒータは、スペーサ
と共にバッグの中におかれてもよい。ヒータは、スペーサを付加せずにバッグの中におか
れてもよい。ヒータは、スペーサと同じ機能を果たしてもよい。
【００８８】
　第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこの両方は、あらゆる設計でキャリア
に適用されてもよい。層は、連続するストリップとして適用されてもよい。層は、インタ
ーディジテイテッドパターンで適用されてもよい。層は、インターディジテイテッドにさ
れなくてもよい。層は、キャリアの内部領域における空隙、スリット、孔、又は材料のあ
らゆる欠如を取り囲むトレースがなくてもよい。層は、分岐、スパー（ｓｐｕｒ）、接地
延長部、又はそのあらゆる組合せがなくてもよい。第１の電気的機能層は、第２の電気的
機能層によって完全に覆われてもよく、逆もまた同様である。第１の電気的機能層は、第
２の電気的機能層によって部分的に覆われてもよく、又はこの逆であってもよい。第１の
電気的機能層は、第２の層によって幾つかの領域において覆われなくてもよい。第２の電
気的機能層は、第１の電気的機能層によって幾つかの領域において覆われなくてもよい。
ネック部は、第１の電気的機能層と第２の電気的機能層との両方を含んでもよい。好まし
くは、ネック部は、ネック部が熱くならないように第１の電気的機能層又は第２の電気的
機能層のいずれかがないであろう。より好ましくは、ネックは、第２の電気的機能層がな
いであろう。
【００８９】
　第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこの両方は、触れない端を含む周辺電
極を形成してもよい。好ましくは、第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこの
両方は、端をもたない連続する周辺電極を形成してもよい。第１の電気的機能層、第２の
電気的機能層、又はこの両方は、１つ又は複数の電極（すなわち、２つの電極、３つの電
極、４つの電極、又はそれ以上）を形成してもよい。
【００９０】
　一実施形態では、第１の電気的機能層は、キャリアの周辺縁を連続的に囲む端をもたな
い第１の電極を形成してもよい。第１の電気的機能層は、周辺縁の一部を囲む端をもたな
い第１の電極を形成してもよい（例えば、第１の電極は、トレンチの一方の側部の縁を囲
み、且つトレンチの他方の側部の縁に従わなくてもよい）。第１の電極は負極であっても
よい。好ましくは、第１の電極は正極であろう。第１の電気的機能層は、第１の電極の内
部に配置される可能性がある第２の電極を形成してもよい。第２の電極は正極であっても
よい。好ましくは、第２の電極は負極であってもよい。第２の電極は、第１の電極の形状
及びパターンの鏡面対称であってもよい。第１の電極及び第２の電極は、内スリット、外
スリット、切取部、空隙、孔、通り穴などを取り囲む及び／又はその形状に従ってもよい
。第２の電気的機能層は、端をもたない連続する第２の電極を形成してもよい。第１の電
極と第２の電極との両方は、電極から他の電極の方向に延び出る１つ又は複数のフィンガ
を含んでもよい。好ましくは、フィンガは、反対極性の電極に接触しないであろう。
【００９１】
　第１の電極及び第２の電極は、連続する幅を有してもよい。電極の幅は、端子からの距
離が大きくなるのに伴って徐々に小さくなってもよい。電極の幅は、変化してもよく、小
さくなってもよい。幅は、約１ｍｍから約３ｃｍまでの間、約２ｍｍから約２ｃｍまでの
間、約３ｍｍから１ｃｍまでの間、又はさらには約４ｍｍから約８ｍｍまでの間であって
もよい。幅は、約０．１ｍｍから約２ｃｍまでの間、約０．５ｍｍから約１ｃｍまでの間
、約１ｍｍから約６ｍｍまでの間、又はさらには約２ｍｍから５ｍｍまでの間であっても
よい。
【００９２】
　電極の面積は変化してもよい（すなわち、幅、厚さ、密度、又はこれらの組合せ）。電
極の面積は、端子において（すなわち電力接続点において）最小であってもよい。好まし
くは、電極の面積は、端子において最大である。電極の面積は、端子からの距離が大きく
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なるのに伴って徐々に小さくなってもよい。電極の面積は、個々の各電極の残りの回路に
よって必要とされる電流の量に応じて減少してもよい。個別の電極（すなわち端をもつ電
極）の面積は、端子において最大で且つ端子から最も遠い端において最小であってもよい
。連続する電極の面積（すなわち端をもたない電極）は、端子において最大で且つ電極の
全長の半分の点で（すなわち、端子から電極までの中途で）最小であってもよい。個別の
電極及び連続する電極の電圧降下は、同じであってもよい（すなわち電極の面積は、同じ
量だけ徐々に減少してもよい）。個別の電極及び連続する電極の電圧降下は同じでなくて
もよく、したがって、個別の電極又は連続する電極の面積は、異なる割合で小さくなって
もよい。好ましくは、連続する電極の面積は、個別の電極の半分だけ減少するであろう。
キャリアは、１つ又は複数の電極を形成する１つ又は複数の第１の電気的機能層を含んで
もよい。好ましくは、キャリアは、少なくとも２つの電気的機能層を含む。より好ましく
は、キャリアは少なくとも２つの電極を含む。
【００９３】
　第２の電気的機能層は、第１の電極、第２の電極、又はこの両方のフィンガを覆っても
よい。第２の電気的機能層は、フィンガ全体を覆わなくてもよい。第２の電気的層は、フ
ィンガ全体（すなわち長さ及び幅）を覆ってもよい。第２の電気的機能層は、１つの正フ
ィンガ及び１つの負フィンガのみと接触してもよい。第２の電気的機能層は、１つ又は複
数のフィンガに触れてもよい。第２の電気的機能層は、フィンガの間でキャリアと接触し
てもよい。第２の電気的機能層は、フィンガの間でキャリアと接触しなくてもよい。適用
される第２の電気的機能層の量（密度、厚さ、面積、又はこれらの組合せ）は、ヒータに
わたって一定であってもよい。適用される第２の電気的機能層の量は、キャリアの一方の
側部からキャリアの他方の側部まで変化してもよい（例えば、トレンチの一方の側部は、
トレンチの他方の側部よりも多く第２の電気的機能層を有してもよい）。適用される第２
の電気的機能層の量は、抵抗がそれに応じて減少するように、電極の幅に反比例してもよ
い（すなわち、電極が細くなるのに伴って第２の電気的機能層の量が増加する（すなわち
、増加した密度、厚さ、面積、又はこれらの組合せ））。
【００９４】
　ヒータは、１つの出力レベルを有してもよい。ヒータは、２つ以上の出力レベルを有し
てもよい。ヒータは、高出力レベルを有してもよい。ヒータは、中出力レベルを有しても
よい。ヒータは、低出力レベルを有してもよい。ヒータは、可変の出力制御機能部を有し
てもよい。出力レベルは、コントローラを用いることによって変えられてもよい。出力レ
ベルは、漸進的段階だけ変化してもよく、又は低レベルから高出力レベルに連続的に変化
してもよい。ヒータは、温度を調節するのに出力抵抗器を用いなくてもよい。ヒータのコ
ントローラは、熱放散のための出力抵抗器がなくてもよい。ヒータの出力レベルは、参照
により本明細書に組み込まれる米国特許第７，０３６，２８３号で開示された方法のうち
のいずれかによって変えられてもよい。コントローラ（図示せず）は、温度、出力レベル
、又はこの両方を制御するためにヒータへのデューティサイクルを生成するのにパルス幅
変調（ＰＷＭ）信号を用いてもよい。コントローラは、温度、出力レベル、又はこの両方
を制御するためにヒータへのデューティサイクルを生成するのにあらゆるアナログ入力信
号（瞬時接触、抵抗アレイ、ポテンショメータなど）を用いてもよい。コントローラは、
ヒータ温度、出力レベル、又はこの両方が制御されるようにデューティサイクルを生成す
るためにデジタル入力信号（ＰＷＭを含む）を用いてもよい。
【００９５】
　ヒータは、ＡＣ電源によって作動されてもよい。好ましくは、ヒータは、ＤＣ電源によ
って作動されてもよい。ヒータの出力レベル（すなわち温度）は、コントローラから提供
されるパルス幅変調した信号によって生成されたデューティサイクルに基づいて変化して
もよい。ヒータは、各出力レベルに対するデューティサイクルで予めプログラムされても
よい。したがって、ユーザは、デューティサイクルを変化させる異なる出力レベルを選択
することによってシートの温度を変化させてもよい。デューティサイクルは、インターバ
ル又は期間中に電源が「オン」である時間の割合であってもよい。例えば、ヒータが３０
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パーセントのデューティサイクルを有する場合、これは、ヒータが時間のうち３０パーセ
ントが「オン」で、時間のうち７０パーセントが「オフ」であることを意味する。ヒータ
は、約０から約１００パーセントまでの間のデューティサイクルを有してもよい。好まし
くは、ヒータは、各出力レベルに対する異なるデューティサイクルを有するであろう。例
えば、ヒータは、３つの設定（例えば高、中、及び低）を有してもよい。高設定は、約７
０パーセントから約１００パーセントまでの間（すなわち約８０パーセントから約１００
パーセントまでの間）のデューティサイクルを有してもよい。中設定は、約５０パーセン
トから約８０パーセントまでの間（すなわち約６０パーセントから約８０パーセントまで
の間）のデューティサイクルを有してもよい。低設定は、約３０パーセントから約６０パ
ーセントまでの間（すなわち約４０パーセントから約６０パーセントまでの間）のデュー
ティサイクルを有してもよい。ヒータが３つ未満の電力設定を有する場合、本明細書に記
載の電力設定のうちのいずれかが用いられてもよいことが考慮される。ヒータは、デュー
ティサイクルが「オフ」であるときに電力を引き込まなくてもよい。
【００９６】
　ヒータは温度を自己調節してもよいことが考慮される。ヒータは、フィードバックルー
プ（すなわちセンサ）を含んでもよい。ヒータは、フィードバックループと通信するコン
トローラをさらに含んでもよい。コントローラとフィードバックループは、ヒータの温度
を連続的に調整するためにヒータがデューティサイクルを変えるように、ユーザが正確な
温度を入力することを可能にしてもよい。コントローラは、ヒータを直接調節してもよい
。例えば、コントローラは、１つ又は複数の入力及び／又は外部データを受信し、これら
の入力に基づいて温度を調節してもよい。コントローラは、ヒータを間接的に調節しても
よい。例えば、コントローラは、別のコントローラから１つ又は複数のコマンドを受信し
、次いで、コントローラは１つ又は複数の入力及び／又は外部データを受信する他のコン
トローラからのコマンドに基づいて調節してもよい。１つ又は複数の入力は、温度センサ
、ユーザ、圧力センサ、ファン速度、又はこれらの組合せからの入力であってもよい。
【００９７】
　ヒータは、正の温度係数の材料の自動調節特徴と組み合わせてパルス幅変調（ＰＷＭ）
を用いて調節してもよいことがさらに考慮される。したがって、ＰＷＭは、ヒータが種々
の出力設定を受けて種々の温度に暖まるように設定されてもよい。
【００９８】
　ヒータは、コントローラ及びシステムハーネスを含んでもよい。コントローラは、ユー
ザから入力信号を受信してもよい。例えば、ユーザが温度設定を高から低に変化させると
きに、コントローラが信号を受信する。コントローラは、出力パワーをヒータに送っても
よい。例えば、コントローラがユーザから入力信号を受信すると、コントローラは、ヒー
タがより暖かくなる又は冷たくなるように、要求されるデューティサイクルをヒータに送
信してもよい。システムハーネスは、システムハーネスがヒータに電力を送ることができ
るように、電源から電力をさらに受け取ってもよい。システムハーネスは、コントローラ
を含んでもよい。コントローラは、ヒータを制御するのに要求されるデューティサイクル
を計算し、次いで、計算されたデューティサイクルをヒータに送信してもよいことが考慮
される。好ましくは、システムハーネスは、要求されるデューティサイクルを参照し、既
知のデューティサイクルをヒータに送信するであろう。
【００９９】
　本明細書に記載のすべてのヒータは、アフターマーケット用途に用いられてもよいこと
が考慮される。アフターマーケット用途は、本明細書に記載の用途のうちのいずれかであ
ってもよい。例えば、バッテリ、ステアリングホイール、カップホルダ、園芸用の温室、
車両シート、又はこれらの組合せに付加されてもよい。本明細書に記載のヒータは、「新
しいシート」（すなわち、相手先商標による製造会社（ＯＥＭ）によって作られる車両）
に適用されてもよい。本明細書に記載のヒータはまた、シートが設置され、車が販売され
た後（すなわちアフターマーケット）で、シートに適用されてもよい。したがって、ヒー
タは、ヒータが車両シートのような本明細書に記載の複数の異なる物品と共に機能するよ
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うにヒータが設置作業者によって変更されてもよいような方法（すなわちフリーサイズの
設計）で形成されてもよい。例えば、ヒータは、「Ｈ」形にされたトレンチ構成を有する
シート及び３つの平行なバーのトレンチ構成を有するシートと共に用いられてもよい。設
置作業者は、ヒータにあけられた穴がトレンチと位置合わせされるようにヒータの一部を
切り取ってもよい。これらの穴は、設置作業者がヒータの一部をトレンチの中に入れ、且
つ本明細書で説明される技術（例えば、ワイヤで押さえつける）を用いてヒータを固定す
ることを可能にしてもよい。好ましくは、穴は、本明細書に記載の取付装置及び／又はア
ンカー装置のうちの１つがヒータをシートに取り付けることができるように切断されても
よい。ヒータは切断されてもよく、ヒータのすべての領域は依然として機能する（すなわ
ち加熱する）ことができる。好ましくは、ヒータは、ヒータの中に引き込まれた部分が熱
くならないように切断されてもよい。あけられた穴は、該穴に隣接するヒータの領域では
ヒータが暖まるのを止めるようにすることができる。好ましくは、ヒータは、それらがト
レンチの中に嵌め込まれるように穴があけられた領域でのみ暖かくなるのを止めるであろ
う。穴は、ヒータが暖まるのを妨げない可能性がある。ヒータは、どこでヒータが切断さ
れてもよいかを示すアウトライン及び／又は表示を含んでもよい。ヒータは、設置作業者
がヒータの長さ、幅、又はこの両方を減らしてもよいようにヒータ上にガイドを含んでも
よい。ヒータは、切取部、内スリット、外スリット、穴、切れ目、又はこれらの組合せが
、ヒータの残りの部分の性能を低下させることなくヒータの中に作製されてもよいように
、ガイドをさらに含んでもよい。
【０１００】
　ヒータ設計は、本明細書に記載のヒータ設計のうちのいずれかであってもよい。ヒータ
は、２つの電極（すなわち１つが負極で１つが正極）を有してもよい。２つの電極は連続
していてもよい。２つの電極は端部を有してもよい。２つの電極は互いに平行であっても
よい。２つの電極は互いに平行でなくてもよい。２つの電極は、幾つかの領域では互いに
平行であり且つ他の領域では平行でなくてもよい。２つの電極は、それらが互いに対向す
るようにキャリア上に配置されてもよい。２つの電極は、フィンガを有してもよい。フィ
ンガは、２つの電極が触れることなく電極のうちの１つから他の電極の方に突き出てもよ
い。フィンガは、対向する電極又は対向するフィンガに触れることなく両方の電極から互
いの方に突き出てもよい。フィンガは、インターディジテイテッドパターンを形成しても
よい。フィンガは、インターディジテイテッドパターンを形成しなくてもよい。フィンガ
は切断されてもよく、ヒータは依然として機能することができる。ヒータは、パターン、
材料、接続装置、接続方法、又はこれらの組合せに対する本明細書に記載のあらゆる構成
を含んでもよい。例えば、ヒータは、本明細書に記載の方法を用いることによって形成さ
れ、次いで、ヒータがシートの中に設置されてもよいように、切取部、内スリット、外ス
リット、ローブ、穴、孔など、又はこれらの組合せがヒータに付加されてもよい。
【０１０１】
　ヒータは、異なる方法によって作製されてもよい。基板又はキャリアが得られてもよい
。第１の電気的機能層は、キャリアに適用され、１つ、２つ、又はそれ以上の電極を形成
してもよい。第２の電気的機能層は、キャリア上に配置される第１の電気的機能層の上に
適用されてもよい。第２の電気的機能層は、１つ又は複数の電極の一部と接触してもよい
。第３の層は、キャリア、第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこれらの組合
せのすべて又は一部の上に適用されてもよい。第１の電気的機能層、第２の電気的機能層
、又はこの両方は、本明細書で開示されたあらゆる方法によって適用されてもよい。電気
的機能層は、インクジェット印刷によって形成されてもよい。電気的機能層は、任意のイ
ンクジェットプリンタによって適用されてもよい。好ましくは、電気的機能層は、スクリ
ーン印刷によって形成されてもよい。層の適用は、電極、ストリップ、加熱領域、クオド
ラント（ｑｕａｄｒａｎｔ）、又は熱くなる他の領域を形成してもよい。層は、ストリッ
プ、加熱領域、クオドラント、又はこれらの組合せがなくてもよい。電気端子は、電極に
取り付けられてもよい。電気端子は、本明細書で開示された任意の取付方法を用いて電極
に取り付けられてもよい。好ましくは、導電体は、ポスト及びバッキングプレートをもつ
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取付部を用いて取り付けられる。第４の層は、電気端子が取り付けられた後で、キャリア
、第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又は３つすべてに付加されてもよい。第４
の層は、第３の層が付加された後で、第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこ
の両方に付加されてもよい。第４の層は、電気端子が取り付けられ且つ第３の層が付加さ
れた後で、第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこの両方に付加されてもよい
。第４の層は、第５の層をキャリアに接続するために用いられてもよい。第５の層は、キ
ャリアの印刷されない側に取り付けられてもよい。ヒータは、シートクッション又はバッ
クレスト上におかれてもよい。ヒータは、取付装置を用いてクッション又はバックレスト
に取り付けられてもよい。取付装置は、リスティングワイヤ及びオークリー（ｏｋｌｅｙ
）クリップであってもよい。取付装置は、第５の層上におかれる又はキャリアの印刷され
ない側に直接おかれるツーウェイテープ（すなわち、剥がして貼る式のテープ）であって
もよい。ヒータはトリム層で覆われてもよい。切取部、内スリット、外スリット、又はこ
れらの組合せは、キャリアが形成されるときにキャリアに付加されてもよい。切取部、内
スリット、外スリット、又はこれらの組合せは、キャリアが形成された後でキャリアに付
加されてもよい。
【０１０２】
　図１は、キャリア２上に配置された第１の層４及び第２の層６をもつキャリア２を含む
ヒータを例証する。キャリアは、前縁１４、後縁１６、第１の側縁１８、第２の側縁２０
、及びタブ４４を含む。キャリア２は、キャリア２の中央領域に細いネック部２８を形成
する２つの切取部２６を含む。切取部は、長さ（Ｌ）及び幅（Ｗ）を含む。切取部の長さ
及び幅は、キャリアにおける切取部が第２の（Ｌ’）及び第２の（Ｗ’）を含むように変
化する。１つの切取部は非対称であり、第１の長さ（Ｌ１）及び第２の長さ（Ｌ２）を含
む。外スリットは長さ（Ｌ’’）及び幅（Ｗ’’’）を有する。図示されるように、外ス
リットの長さ及び幅は変化する。キャリア２はまた、キャリア２の後縁に沿った切取部２
６と外スリット３６を含み、この組合せがローブ形部分（ｌｏｂｅｄ　ｐｏｒｔｉｏｎ）
４２を形成する。キャリア２は、事実上キャリアの長さに延びる内スリット３８を含む。
内スリットは長さ（Ａ）及び幅（Ｂ）を含む。キャリアは２つの電極２４を含む。第１の
層４の一部は、正極４６及び負極４８を形成する。電極は幅（Ｘ）を有する。導電体１２
が、正極４６及び負極４８に取り付けられ、端子２２を形成する。
【０１０３】
　図２Ａは、ヒータ３００の断面図を含む。ヒータ３００は、トリム層４０によって覆わ
れる。ヒータは、キャリア２と共に、キャリア２上に配置される第１の層４及び第２の層
６を含む。導電体１２は、キャリア２に取り付けられ、第１の層４と電気的に連通する。
第１の層４及び第２の層６は、第３の層８によって覆われ且つこれに取り付けられる。第
３の層８は第４の層５０によって覆われる。第４の層５０は第５の層１０によって覆われ
る。第３の層８０は、第４の層５０を介して第５の層１０に取り付けられる。ヒータ３０
０は、製造物品（図示せず）の上に又はこの中におかれてもよい。
【０１０４】
　図２Ｂは、ヒータ３００の別の断面図を含む。ヒータ３００はキャリア２を含む。キャ
リア２は、キャリア２上に配置された第１の層４及び第２の層６を有する。導電体１２は
、キャリア２に取り付けられ、第１の層４と電気的に連通する。第３の層８は第５の層１
０をキャリア２に取り付ける。第３の層８は、第１の層４、第２の層６、及び導電体１２
を覆う。ヒータ３００は、製造物品（図示せず）の上に又はこの中におかれてもよい。
【０１０５】
　図３は、シート３０２上に配置されたヒータ３００を例証する。シート３０２は、ヒー
タ３００の細いネック部２８がトレンチ３０と位置合わせされるようにトレンチ３０を含
む。取付装置３２が細いネック部２８をトレンチ３０の中に引っぱり、トレンチ３０の中
のアンカー装置３４を介して細いネック部２８をシートに取り付ける。ヒータ３００は、
ヒータの縁に沿うタブ４４を介してトレンチ３０と位置合わせされる。ヒータ３００は切
取部２６及び外スリット３６を含む。
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【０１０６】
　図４Ａは、導電体１２を例証する。導電体１２は、一体の把持部分１０４を介して電気
端子９８に取り付けられる。電気端子は、２つのポスト１０２をもつ取付部１００をさら
に含む。図４Ｂは、キャリア２が取付部１００とバッキングプレート１０６との間に挟ま
れた状態でバッキングプレート１０６に取り付けられた取付部１００を例証する。ポスト
１０２は、ポストにフランジ１０８が形成されるように拡げられており、導電体１２から
電気端子を介してキャリア２に電気が流れるように、取付部１００に接触する状態でバッ
キングプレート１０６及びキャリアを保持する。
【０１０７】
　図５Ａ～図５Ｃは、キャリア２上に形成されるタブ４４の３つの異なる実施形態を例証
する。図５Ｂ及び図５Ｃは外タブ４４を例証し、図５Ａは内タブ４４を例証する。
【０１０８】
　図６Ａ及び図６Ｂは異なるヒータ設計３００を例証する。図６Ａ及び図６Ｂは、異なる
内スリット３８及び外スリット３６の構成を含む。電極２４の構成は、内スリット３８及
び外スリット３６に関してそれぞれ実質的に鏡面対称である。図６Ｂは、キャリア２の各
側部に２つの外スリット３６を含み、図６Ａは外スリットがない。図６Ａは、第２の層６
を含むものとして例証され、図６Ｂは、単に例証する目的で第１の層４とフィンガ５２が
見えるように第２の層６がない状態で例証される。図６Ａ～図６Ｂは正極４６及び負極４
８を含む。電極は第１の幅（Ｘ）及び第２の幅（Ｘ’）を含む。幅は、端子２２からの距
離が大きくなるのに伴って徐々に小さくなる。電極の幅２４は、細いネック部２８で厚さ
を段差６０だけ変化させる。電極２４は、一定の厚さを維持し、次いで段差６０において
厚さが減少する。図６Ａは、切取部２６から分離された内スリット３８を含む。図６Ｂで
は、内スリット３８は、切取部２６につながり、１つの大きい内部開口部を形成する。
【０１０９】
　図７は、ヒータ３００の外側の周りに複数の切取部２６をもつヒータ３００を例証する
。切取部は、内部に材料が除去される円形の穴１２０をもつ外スリットである。図７は、
非対称に配置された切取部分２６の間のヒータの中央に形成された細いネック領域２８を
例証する。ヒータは、電気端子９８を含む端子２２と共に正極４６及び負極４８を含む。
電極は、幅（Ｘ）及び別の幅（Ｘ’）を有する。図７では、電極は、キャリアの長さに沿
って連続的により細くなる。
【０１１０】
　図８は、ヒータ３００に対する別の可能な構成を含む。ヒータは、内スリット３８と交
差し且つこれと一体の中央領域を形成する、切取部２６を含む。図８はさらに、電気端子
９８に対する異なる可能な場所を例証する。この例では、正極４６上の電気端子９８は、
電気端子９８の異なる可能な場所を例証するために２つの可能な場所で例証される。第１
の場所２００は、正極４６上のヒータの中央に位置するが、電気端子９８はまた、ヒータ
の側部上の第２の場所２０２で例証される。図８は、例証する目的で第１の層が見えるよ
うに第２の層がない状態で例証される。
【０１１１】
　図９は、キャリア２に何らかの層が適用される前のキャリア２に対する１つの可能な構
成を例証する。キャリアは電気端子９８を含む。図９は、電気端子９８がより明瞭に示さ
れるように単に例証する目的で電気的機能層のない状態で例証される。導電体は、機械的
ファスナを使用せずにキャリア２に取り付けられる。図９は、シートの咬合線２０４を、
細いネック部２８を形成する外スリット３６と位置合わせすることができることを例証す
る。例証されるように、電気端子９８は、それらがシートとバック部分との間に嵌め込ま
れ且つ損傷から保護されるように、咬合線２０４を越している。
【０１１２】
　図１０及び図１１Ａ～図１１Ｂは、通気シート又は空気調節シートに採用することがで
きる３つの可能なヒータ設計である。これらの設計はまた、ヒータとして唯一のものであ
ってもよいことが考慮される。図１０及び図１１Ａ～図１１Ｂのヒータは、空気がヒータ



(35) JP 6023267 B2 2016.11.9

10

20

30

40

50

３００を通してユーザの方に抜けるように図２の断面図がヒータ３００の下にインサート
（図示せず）を含むことになるように、インサート上におかれてもよい。図１０及び図１
１Ａ～図１１Ｂは、空気がヒータ３００を通してユーザの方に吹き抜けるように、機能部
８０及び切取部２６を含む。図１１Ａ～図１１Ｂは、１つの大きい外スリット３６から突
き出て機能部８０と交差する内スリット３８をさらに含む。図１１Ｂは、機能部８０と交
差する外スリット３６を例証する。図１１Ｂは、第２の層６と共に例証され、図１０及び
図１１Ａは、単に例証する目的で第１の層４を示すために第２の層６がない状態で例証さ
れる。
【０１１３】
　図１２Ａは、ヒータ３００の別の可能な実施形態である。ヒータは正極４６及び負極４
８を含む。電極は、第１の幅（Ｘ）と、電極がヒータ３００の細いネック部２８において
より広くなる、トレンチ領域における幅（ＸT）とを含む。キャリアはまた、図５Ａに示
された内タブと類似した内タブ４４を含む。キャリア２は、ヒータと乗員センサ（図示せ
ず）がシートクッション上で位置合わせされるように４つのロケータ７０を含む。図１２
Ａの電気コネクタは低圧モールド３１０の中に封入される。図１２Ｂは、図１２Ａに示さ
れた低圧モールド３１０の拡大斜視図である。低圧モールド３１０は、その上に第１の電
気的機能層４が配置された状態でキャリア２を包み込んで端子２２を形成する。端子２２
は、機械的電気コネクタ９８を介して導電体１２に接続される。低圧モールド３１０は、
厚さ（Ｍ）、幅（Ｎ）、及び長さ（Ｏ）を有する。
【０１１４】
　図１３は、ヒータ３００の別の可能な構成を例証する。ヒータは、前縁１４、後縁１６
、第１の側縁１８、及び第２の側縁２０を有するキャリア２を含む。キャリアは、キャリ
ア上に配置された第１の層４を含む。図１３は、単に例証する目的で第１の層４だけを含
む。第１の層は、正極４６及び負極４８を形成し、それぞれの電極からフィンガ５２が延
びる。フィンガ５２は、キャリア２の機能部８０の周りに部分的に延び、機能部８０は取
り囲まない。この構成は、この局所的領域における一様な加熱を避けるために採用されて
もよい。正フィンガ及び負フィンガ５２の各々は、それぞれ機能部８０の周囲の約４０パ
ーセントの周りに延びる。キャリアは、両端で円形の穴１２０につながる内スリット３８
をさらに含む。キャリアは、細いネック部２８を形成する第１の側縁１８及び第２の側縁
２０のそれぞれに２つの切取部２６を含む。前縁に最も近い切取部２６は、側壁１３０が
側縁１８及び２０と実質的に直角（α’）をなし、且つ側壁１３０が端壁１４０と実質的
に直角（β’）をなす状態で例証される。後縁１６に最も近い切取部２６は、切取部２６
が後縁１６の方に概して角度をつけられるように側縁１８及び２０に対して或る角度をな
して例証される。側壁１３０は、側縁１８及び２０に対して或る角度（α）をなし、側壁
１３０は、切取部２６の端壁１４０に対して別の角度（β）をなす。
【０１１５】
　本発明の教示は、１つ又は複数の端子を含む１つ又は複数の電極をさらに含んでもよく
、１つ又は複数の端子は１つ又は複数の電極上のどこかに配置され、１つ又は複数の導電
体は、第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこの両方に取り付けられ、導電体
はレーザ溶接を用いて取り付けられ、導電体ははんだ付けによって取り付けられ、電気接
続はリベットがなく、電気接続は導電グルー及び又は導電テープを用いて形成され、電気
接続は低圧成形技術を用いて形成され、電気コネクタはキャリアに穴をあけずに取り付け
られ、第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこの両方は銅ベースのインクを含
み、第１の電気的機能層、第２の電気的機能層、又はこの両方は銀ベースのインクを含み
、ヒータの温度はパルス幅変調又はこれらの組合せを用いて制御される。
【０１１６】
　本明細書で列挙されるあらゆる数値は、任意のより下の値と任意のより上の値との間の
少なくとも２つの単位の分離が存在するという条件で、１つの単位の増分においてより下
の値からより上の値までのすべての値を含む。例として、コンポーネント又は例えば、温
度、圧力、時間などのようなプロセス変数の値の量が、例えば、１から９０まで、好まし
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くは２０から８０まで、より好ましくは３０から７０までであることが表記される場合、
１５～８５、２２～６８、４３～５１、３０～３２などのような値が本明細書で明白に列
挙されることが意図される。１未満の値に関して、１つの単位は、適宜、０．０００１、
０．００１、０．０１、又は０．１となるように考えられる。これらは、具体的に意図さ
れるものの単なる例であって、列挙された最も下の値から最も上の値までの間の数値のす
べての可能な組合せが同様の様態で本出願で明白に規定されると考えられるべきである。
【０１１７】
　特に明記しない限り、すべての範囲は、両方の端点と、端点の間のすべての数を含む。
範囲に関連した「約」又は「およそ」の使用は、範囲の両方の端に当てはめられる。した
がって、「約２０～３０」は、少なくとも指定された端点の包括である「約２０～約３０
」を包含することを意図される。
【０１１８】
　特許出願及び特許公開を含むすべての論文及び参考文献の開示内容は、すべての目的の
ために参照により組み込まれる。組合せを説明するための「本質的に～からなる」という
用語は、特定された要素、成分、コンポーネント、又はステップ、並びに、組合せの基本
的特徴及び新規な特徴に実質的に影響しない他の要素、成分、コンポーネント、又はステ
ップを含むものである。本明細書で要素、成分、コンポーネント、又はステップの組合せ
を説明するための「備える」又は「含む」という用語の使用はまた、要素、成分、コンポ
ーネント、又はステップから本質的になる又はからなる実施形態を考慮している。
【０１１９】
　複数の要素、成分、コンポーネント、又はステップは、単一の一体化された要素、成分
、コンポーネント、又はステップによって提供することができる。代替的に、単一の一体
化された要素、成分、コンポーネント、又はステップは、別個の複数の要素、成分、コン
ポーネント、又はステップに分割されてもよい。要素、成分、コンポーネント、又はステ
ップを説明するための「１つの（「ａ」又は「ｏｎｅ」）の開示は、付加的な要素、成分
、コンポーネント、又はステップを除外することを意図されない。
【０１２０】
　上記の説明は、例証となることを意図されるものであって、制限することを意図されな
いことが理解される。提供される例以外の多くの実施形態並びに多くの用途が、上記の説
明を読むことで当業者には分かるであろう。したがって、教示の範囲は、上記の説明を参
照しなくても判断されるであろうが、代わりに、こうした請求項が権利を与えられる均等
物のすべての範囲と共に、付属の請求項を参照して判断されるであろう。特許出願及び特
許公開を含むすべての論文及び参考文献の開示内容は、すべての目的のために参照により
組み込まれる。本明細書で開示される主題の任意の態様の以下の請求項における省略は、
こうした主題の権利放棄ではなく、発明者が、こうした主題が開示された発明の主題の一
部となるように考えなかったとみなされるべきではない。
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